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資
料

一
幡
津
最
古
の
訳
稿
「
経
始
概
署
」
等
に
つ
い
て

ー

l
一
九
八
八
l
九
年
の
寄
贈
資
料
紹
介
｜
｜

佐

士
心

停

一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
、
当
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
に
各
方
面
か
ら
多
数
の
福
津
諭
吉
お
よ
び
慶
慮
義
塾
関
係
の
資
料

が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
は
八
七
年
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
福
津
関
係
文
書
』
の
刊
行
の
た
め
に
、

各
地
の
資
料
所
蔵
者
に
そ
れ
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
際
に
、
所
蔵
者
の
方
々
か
ら
自
発
的
に
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
も
の
が
多
く
、
こ

れ
ら
寄
贈
者
の
ご
厚
意
に
は
深
く
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
は
こ
れ
ら
貴
重
な
資
料
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
、

そ
の
大
よ
そ

の
内
容
と
『
福
津
諭
吉
全
集
』
未
収
録
の
新
資
料
に
つ
い
て
は
若
干
の
解
説
を
付
し
て
紹
介
し
て
お
く
。

伊
藤
多
栄
氏
寄
贈
資
料

一
九
八
八
年
五
月
、
福
津
諭
吉
の
曾
孫
に
当
る
伊
藤
多
栄
氏
（
諭
吉
の
長
女
中
村
里
の
次
男
、
中
村
壮
吉
の
娘
）
か
ら
、
亡
父
中
村
壮
吉

愛
蔵
の
福
津
資
料
三
十
三
点
が
一
括
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
次
男
の
捨
次
郎
に
宛
て
た
福
津
書
翰
、
愛
孫
中
村
壮
吉
に
書
き
与

え
た
習
字
の
手
本
や
、
壮
吉
の
祷
枠
に
さ
さ
っ
て
い
た
針
の
こ
と
を
記
し
た
「
針
の
由
来
」
等
の
よ
う
な
、
全
集
未
収
録
の
新
資
料
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が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
早
く
夫
に
先
立
た
れ
二
人
の
男
児
を
遺
さ
れ
た
長
女
の
里
は
、
三
田
慶
麿
義
塾
構
内
の
福
津
邸
内
に
起

近代日本研究

居
し
て
い
た
か
ら
、
中
村
家
に
伝
わ
る
福
津
資
料
は
諭
吉
の
、
父
あ
る
い
は
祖
父
と
し
て
の
慈
愛
に
あ
ふ
れ
た
家
庭
的
な
一
面
を
窺

214 

う
に
足
る
好
資
料
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
全
て
は
丸
山
信
氏
に
よ
り
「
長
女
中
村
里
へ
の
慈
愛
」
と
題
し
、
社
団
法
人
福

津
諭
吉
協
会
の
機
関
誌
『
福
淳
子
帖
』
印
（
昭
和
臼
年
ロ
月
初
日
刊
）
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
重
ね
て
触
れ
な
い
こ
と
と

す
る福

津
宗
家
寄
贈
資
料

諭
吉
の
曾
孫
福
津
範
一
郎
氏
か
ら
は
一
九
五

O
年
一
月
に
、
大
量
の
資
料
が
寄
託
さ
れ
、

そ
の
後
も
た
び
た
び
寄
託
さ
れ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
福
津
諭
吉
の
新
し
い
側
面
を
窺
い
知
る
資
料
と
し
て
大
い
に
話
題
に
な
り
、
戦
後
に
発
行
さ
れ
た
福

津
全
集
の
学
問
的
価
値
を
高
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
土
倉
一
杯
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
の
資
料
は
量
的
に
尼
大
で
あ
る
た
め

八
八
年
十
二
月
に
な
り
よ
う
や
く
『
福
津
宗
家
寄
託
資
料
目
録
』
が
出
来
上
り
、
こ
の
目
録
に
基
づ
き
翌

そ
の
整
理
に
手
間
取
り
、

八
九
年
一
月
十
日
福
津
先
生
誕
生
記
念
会
の
当
日
、
福
津
範
一
郎
氏
よ
り
正
式
に
慶
臆
義
塾
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
資
料
が
一
九
五

O
年
に
寄
託
さ
れ
た
時
、
慶
臆
義
塾
職
員
昆
野
和
七
氏
（
の
ち
塾
史
編
纂
所
が
設
置
さ
れ
た
時
そ
の
主
事
と
な
る
）

不
取
敢
「
福
津
宗
家
資
料
等
引
継
目
録
」
を
作
成
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
後
か
ら
社
団
法
人
福
津
諭
吉

が
そ
の
整
理
を
担
当
し
、

著
作
編
纂
会
が
組
織
さ
れ
、
同
会
か
ら
第
一
期
の
『
福
津
諭
吉
選
集
』
（
全
八
巻
、
昭
和
初
l
幻
年
、
岩
波
書
店
）
が
発
行
さ
れ
る
に
際

し
、
新
規
発
見
の
福
津
著
作
の
草
稿
や
書
翰
類
が
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
の
『
福
淳
諭
吉
全
集
』
（
全
二
十
一
巻
お
よ
び
別
巻
、
昭
和
お
l

mw
年
初
版
、
川
H
l
M叩
再
版
）
や
『
福
津
諭
吉
選
集
』
（
全
十
四
巻
、
附
l
m
）
に
も
そ
れ
は
収
録
さ
れ
た
り
、
ま
た
し
ば
し
ば
開
催
さ
れ
る

福
津
や
慶
庭
義
塾
関
係
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
り
し
て
、
資
料
整
理
よ
り
そ
れ
を
紹
介
し
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
視
点
が
移
さ
れ



た
た
め
、
寄
託
資
料
の
全
貌
を
整
理
し
、
利
用
者
に
公
開
す
ベ
く
目
録
を
作
成
す
る
と
い
う
基
本
的
作
業
が
大
変
遅
れ
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
昆
野
和
七
氏
や
故
会
田
倉
吉
の
資
料
整
理
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
者
と
し
て
、
怠
慢
の
識
は
免
か
れ
な
い
し
、
何
よ
り
も

そ
ち
ら
の
整
理
が
つ
き
次
第
い
つ
で
も
資
料
は
寄
贈
し
た
い
と
申
出
ら
れ
て
い
た
福
津
範
一
郎
氏
に
は
、
全
く
申
訳
の
立
た
な
い
ほ

ど
の
遅
れ
で
あ
っ
た
。

し
か
し
今
回
、
福
津
関
係
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
と
い
う
作
業
の
一
環
と
し
て
、
三
千
点
を
こ
え
る

資
料
の
分
類
整
理
が
よ
う
や
く
出
来
た
の
で
、

八
九
年
一
月
寄
贈
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

福
津
宗
家
寄
贈
資
料
は
遺
墨
、
遺
品
、
蔵
書
、
書
翰
、
草
稿
、
覚
書
、
著
書
、
記
録
類
、
関
連
資
料
、
評
伝
の
十
項
目
に
一
応
分

類
さ
れ
、
別
に
慶
臆
義
塾
関
係
の
資
料
が
一
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
資
料
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
説
明
は
省
略
し
、
そ
の

点
数
の
概
数
の
み
を
一
示
す
と
、
遺
墨
は
自
筆
の
詩
句
や
そ
の
下
書
き
を
含
め
二
五

O
点
。
遺
品
は
文
房
具
等
が
二
五

O
点
、
写
真
は

福
津
諭
吉
と
そ
の
家
族
の
写
真
一

O
O点
を
含
め
五

O
O点
。
蔵
書
は
和
書
、
洋
書
を
合
せ
て
一

O
O点
。
古
一
日
翰
は
発
信
書
翰
一
三

O
点
、
受
信
書
翰
五

O
点
。
草
稿
は
出
版
さ
れ
た
も
の
一
六

O
点
を
含
め
二
三

O
点
。
覚
書
は
四

O
点
。
著
書
は
四

O
点
位
で
非
常

福津最古の訳稿「経始概署」等について

に
少
な
い
が
、
木
版
本
の
版
木
が
七

O
O点
ほ
ど
あ
る
。
記
録
類
は
旅
行
記
録
や
姓
名
備
忘
録
・
金
銭
出
納
関
係
に
還
暦
祝
賀
・
葬

儀
関
係
等
合
計
五

O
O点
。
そ
の
他
家
族
や
時
事
新
報
・
交
詞
社
関
係
の
関
連
資
料
が
一

O
O点
、
慶
慮
義
塾
関
係
資
料
が
三

O
点

等
で
総
計
三

0
0
0点
を
越
え
る
量
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
版
木
と
か
氏
名
不
詳
の
人
物
写
真
（
こ
れ
ら
で
約
一

0
0
0点
あ
る
）
を

除
き
、
写
真
撮
影
に
な
じ
む
も
の
な
ら
そ
の
大
部
分
の
も
の
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
、
前
記
の
『
福
津
関
係
文
書
』
（
雄
松

堂
書
店
発
行
）
に
収
録
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
内
容
の
説
明
は
当
該
フ
ィ
ル
ム
と
そ
の
解
説
に
譲
り
た
い
。

里
見
寛
氏
寄
贈
資
料

215 

一
九
八
九
年
二
月
二
十
八
日
、
大
阪
府
堺
市
居
住
の
里
見
寛
氏
か
ら
福
津
諭
吉
自
筆
の
『
時
事
新
報
』
社
説
等
の
草
稿
、
巻
子
仕
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立
十
七
巻
二
十
一
編
の
寄
贈
を
う
け
た
。

里
見
寛
氏
は
関
西
財
界
の
重
鎮
と
言
わ
れ
た
株
式
会
社
大
丸
会
長
の
故
里
見
純
吉
の
養
嗣

216 

子
（
純
吉
長
女
妙
子
氏
の
夫
）
で
あ
る
。

里
見
家
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
実
は
戦
後
の
第
一
回
の
『
福
津
諭
吉
全
集
』
（
全
二
十
一
巻
本
）
の
編
纂
最
中
の
一
九
六
一
年
八
月
、

純
吉
夫
人
し
づ
氏
か
ら
『
時
事
新
報
』
掲
載
の
英
文
笑
話
と
「
地
租
論
」

の
草
稿
と
を
借
用
し
て
複
写
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
前
者

は
全
集
第
二
十
巻
に
「
英
文
笑
話
の
翻
諜
」
（
三
四
八
l
三
六
四
頁
）
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
再

度
撮
影
し
た
い
旨
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
思
い
も
か
け
ず
立
派
な
桐
箱
に
納
め
ら
れ
、

み
ご
と
に
表
装
さ
れ
た
十
七
巻
の
福
津
自
筆

草
稿
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
訳
で
あ
る
。
御
口
上
に
よ
れ
ば
、

里
見
家
で
所
蔵
し
て
も
十
分
に
利
用
で
き
な
い
か
ら
、
慶
慮
義
塾
の

し
か
る
べ
き
機
関
が
あ
れ
ば
寄
贈
し
た
い
と
の
事
で
、
当
福
淳
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
そ
の
御
申
出
を
う
け
て
有
り
難
く
頂
戴
し

研究の資とすることにした次第である。その寄贈資料を表示すると次のようになる。

4 3 2 1 警警

広告大地震 大地震
一一 神田

相所皇場社菱 標
の
j＼、

付義指
公何 の
の

期延 題

金
思
ふ〉

募集
所ぞ

広 社 社 漫 社 種

止口と 説 説 t仁rこ2 説 類

治明
治2明4 治2明4 

治明
治2明3 

掲時『

24 24 載 事

年 新
1110 10 9 3 9 ．． 月

17 30 30 23 22 11 日報』

19 13 13 13 

巻重ベL事量論博土i;i 
巻802 巻213 巻189 巻38 

803 215 191 40 
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15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 

義臆治明

追予算案加

教育

後震災費事承認

A停ヱミ>.. 

災震3方民也 用賄賂をる

治明
中なり 震災地方 金銭談

薬分業行医

救済 地震

塾〕十五

の の の

建築法~t 説

後如を何
十五年 勅ρμ 、

今正v 土

演説筆記年十廿月

の

後半欠

t工

渋難 一
れ難し

の
せ 月

大試験ん 一 災害日
日 の

慶 最

社 社 社 社 社 社 漫 社 社 社 社 社 社

説 説 説 説 説 説 で；； 説 説 説 説 説 説

治2明5 2治明5 治2明5 治2明5 2治明5 治2明5 治2明4 治2明5 治2明4 
治明

治2明4 治2明4 治2明4 
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10 6 10 6 5 1 1 1 12 12 12 11 11 ． 
28 11 20 8 18 21 26 1 25 26 9 13 1 

13 13 13 12 13 13 13 13 

5共』54 3巻90 3巻67 5巻98 2巻69 巻236 2巻28 2巻18 

556 393 369 599 270 241 230 220 
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明
治
二
十
五
年
十
月
サ
三
日
慶

臆
義
塾
演
説
筆
記
（
続
き
）

218 

16 

社

説

明
治
お
－

m
・mm

q
J
＆
主
哨
わ

h
p
i
m
M

1
当
毛
日
日

震
災
地
の
堤
防

17 

煉
瓦
家
の
建
築
は
安
あ
が
り
を

貴
ぶ

ち三f
l=I 

明
治

m
－

u
－

m

、べJ
’a

A

、A
円

f
a
n
y
u

A
E
J
J
L

ロコ－

n
ノ“、，‘
Q
r臼

噌
I
A
S
ワ
勺

nγω

の，“

漫

右
の
表
の
整
理
番
号
は
、
寄
贈
さ
れ
た
巻
子
に
付
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
当
セ
ン
タ
ー
で
仮
に
与
え
た
番
号
で
あ
る
。
標
題
に

「＼

〕
が
付
い
て
い
る
の
は
、
福
津
自
筆
草
稿
に
は
そ
の
中
の
文
字
を
欠
い
て
い
る
が
、
新
聞
で
は
そ
れ
が
補
つ
で
あ
る
も
の
で
あ

あ
る
。
そ
の
中
で
整
理
番
号
げ
の
「
震
災
地
の
堤
防
」
だ
け
は

全
集
未
収
録
の
新
資
料
と
み
ら
れ
る
文
献
で

一
見
し
て
『
時
事
新
報
』
社
説
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
が
、
明
治
二

る
。
『
福
津
諭
士
口
全
集
』
所
載
の
巻
数
・
ペ
ー
ジ
数
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
文
献
は
、

十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
濃
尾
大
地
震
の
日
か
ら
翌
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
社
説
を
逐
一
点
検
し
て
み
た
が
、
遂
に
こ

の
標
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
考
え
る
に
社
説
の
内
容
が
い
さ
さ
か
奇
抜
な
提
案
と
受
取
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
と
の
危
倶
を
感
じ
（
福
津
あ
る
い
は
編
集
部
が
て

一
旦
は
社
説
と
し
て
用
意
し
た
が
最
終
的
に
掲
載
を
見
合
わ
せ
た
も
の
で
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る

こ
の
表
を
見
て
気
付
く
の
は
、

五
年
の
『
時
事
新
報
』
掲
載
原
稿
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
草
稿
が
明
治
二
十
四
、

故
里
見
純
士
口
の
慶
臆
義
塾
入
社
は
明
治
三
十
一
年
で
あ
る
か
ら
、
入
社
前
の
福
津
文
献
を
か
く
も
多
数
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
の
は
何

か
特
別
の
理
由
が
あ
る
の
か
否
か
、

そ
の
入
手
経
路
を
知
り
た
い
の
で
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
以
前
拝
見

し
複
写
し
た
英
文
笑
話
と
地
租
論
の
草
稿
は
、
現
在
所
在
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。



そ
れ
で
は
里
見
家
資
料
の
全
集
未
収
録
資
料
を
紹
介
し
よ
う
と
思
う
が
、
福
津
諭
吉
関
係
の
資
料
で
全
集
未
収
録
の
分
は
す
べ
て

社
団
法
人
福
津
諭
吉
協
会
発
行
の
『
福
津
諭
吉
年
鑑
』
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
六
編
の
社
説
と
一
編
の
社
説
と
思

わ
れ
る
草
稿
は
、
す
で
に
そ
の
十
六
号
（
一
九
九

O
年
一
月
発
行
）
に
掲
載
し
て
あ
る
。

し
か
し
『
福
津
諭
吉
全
集
』
の
編
集
方
針
は
、

全
集
第
一
巻
の
凡
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
収
録
文
献
は
福
津
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
最
終
版
本
を
原
拠
と
し
、
原
稿
の
あ
る
場
合
で

も
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
の
み
校
訂
の
対
象
と
な
り
、
仮
名
は
す
べ
て
平
仮
名
に
、
変
体
仮
名
は
普
通
の
活
字
体
平
仮
名
に
、
略
体

漢
字
は
す
べ
て
正
体
漢
字
に
改
め
ら
れ
、
句
読
点
も
校
訂
者
に
よ
っ
て
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
新
聞
の
場
合
は
原
稿
の
段
階
か
ら
ほ

と
ん
ど
総
ル
ピ
に
な
っ
て
い
る
が
、
全
集
に
収
め
ら
れ
る
場
合
は
、

そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
新
聞
は
も

と
よ
り
、
版
本
の
場
合
で
も
出
版
さ
れ
た
原
初
形
態
と
全
集
本
と
の
聞
に
は
、

か
な
り
の
相
具
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
全
集
編
集
方
針
で
の
紹
介
は
『
福
津
諭
吉
年
鑑
』
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
草
稿
と
新
聞
の
原
版
と
を
そ
の
ま
ま
図
版
で
示

し
、
福
津
の
推
蔽
の
状
態
、

ル
ピ
の
付
け
目
六
合
、
新
聞
編
集
者
の
書
入
れ
等
が
、
実
際
に
製
版
さ
れ
た
新
聞
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に

福津最古の訳稿「粧始概嬰」等について

仕
上
る
の
か
、
そ
れ
を
比
較
検
討
す
る
素
材
を
提
供
す
る
こ
と
に
す
る

1
相
場
所
営
業
の
延
期

時
事
新
報
社
説

明
治
二
十
三
年
九
月
十
一
日

8
金
銭
談

右

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日

同

9
震
災
地
方
は
今
正
に
災
害
の
最
中
な
り

同

右

明
治
二
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日

日
震
災
地
方
民
の
難
渋

右

明
治
二
十
五
年
一
月
二
十
一
日

同

日
教
育
の
説

同

右

明
治
二
十
五
年
十
月
二
十
日

明
治
二
十
五
年
六
月
十
一
日

追
加
予
算
案

右

同

219 

口
震
災
地
の
堤
防
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相場所経業の延期

日主うぞくLよぐι叫ん

武士芝町人て風俗習慣を殊にするは由来久LSHyb乏に． 

． L－
A

－ラV」民同

ι之今日に至るさでも商頁一位舎の人には政治の思想乏

まつりつ－、．・－J・L25ひん・

じく武士の沫涜去る政府のλは商支の思想に負るb左

aMつt

れば箆方宍に此嘗風習を脱するまでは先づ以て徳川持

りう芝

EJJb

ぃ．43v－

代の流儀に従ぴ商交の事は商入の随意に任せ政府の政

濯をば芯ャる限・9は之を川相官〈の一外あがる可L巴思へ

ム

ザこも我政治社曾は西洋文明の風に吹かれて事務次第に

注tだ

1ee

いつ

e

・
e

・LPんwう

繁多を致心待吃Lては政…以外におιて民事に干渉L商

交の思想におfレ急不併が商討を左右せん吃ずるのが判的な

3に非ヂ即ち昨日縫商務省よb許可せrDれたる稔式取

えいげιロん－gゆらV

引所米商曾所授業延期ω由来のお3共〕一例乞ιて見る

可ι初も取引所係例の接布は明治廿年五月にじ・て鷲来

むつし，・ ．g．〈わい

の相場所以新係例の安施主共に破壊せPDる可含答なλジ

このにんをふ・・

J

．，gっさいてき

乙かぜも一元芝此新誌だるや商貰取引の質際民泊す可き

ものに非4YLて強以て之ぞ賞施せん芝すれば日・本園中

に将抑制

'
 
’
 

VFJPU昨「蹴握咽特製」標馬Q幅隔離回帰
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み喝

を止むるよろ外に路ある可ら令J之を人の件一尽に

』－

V』．だいど乙ろ・ゆど円なジぽ

wh」dhv

－捻へんに委所芭湯原液じ坊を’二階に設サて入の出入は

hv

ロ．ひきまと・・．乙

ζ． 1． 、

震校の引窓よtりせよ乞云ムに晃一志pp・ 下J遺辺氏於ては出

L「 ・ZT、

来去るに非立れても尋常の家屋氏慣れたる者は辿も共

枠内

・‘

．

3〈

不便に堪ヘヂじて先．つ以て之士、遊るの外なじ到ち新法

ゆロん・1・．hUEL

の．行はれ去る由誌にιて政府にても悦理に之を四回ゆる

．b一・2ゐ．・．ずみな

謬けに参ら4y左れば商入の位慣れたる替相場所比三年

♂うよ，ゆる

の沼放を許wdん包て明治二十四’年六月まで乞限・0共同

Lキラλyv－句しら－ －Kんいん。、キラ

に内闘の＋間以を取説ぺ街、は叉延引ながら外側の事情’ど

だんさ，、－－hvフ為ん・・．． jRJU／＼ 

今一
a

懸校索じた忘ば妙案もあe
pDんが芝て態々官犯の人

むけん．e宅三ふし町立

を海外に怒沼じたれざも包よク不思議の商注ある可3 主古ぜ，i

k非？夫れ臼定れする中に来年の六月は、近3
．
K迫
J34’O比

デ－、1

・．号う
du

フ

・2kk過ぎ去・9たPDんには問中に一時相場股引の中絶

ぜか・がたさてお・・・ロん吉－ひっロラ

も計Aツ難ι
何は拐置3今一－度の延期γ内そ必要忘れ芭て

ピフ

今回更に三箇年活匁の許可にも及びじ之ある可仁貸乞

・ ・．cつ苫MY

－ －－－－乙、ろむ

申せば一令を怒ιて質際に行ム可3b・ 本Ji

之を試ると

－Wつ
1

・
ahv

か・言、

三年kι
て符ほ共可否bL訣せコるとは如何にも寸寸志る

かうてつひんfk

に僻一たれざもmk商務省のみハ尽に更迭の鎖々たい9じも走

中州都ある程の．次第にじて官山政種々様々の事情の潟めに

jn‘7． 

相場所の一世ずは不辛にじて忘れられたるλ芭なbん左

，υな．げいfb・

れば今日乞お・9ては是れ読の三年は泣すレく経過むたる

，．
HUつれ〈

決がにじて今度のむおは時日切訟の禿めに止Ubι得、守る

L

よぷん・・＆な削・

の足分なる可ければお資比於で‘ホ箆ちウん

vrJPU昨「即題目選出掛」樺馬Q担隔離陣





的NN

乞然理芝一試は

． －VJ現政府の町中ん院に於て限引める可3vhy」 ’Lじて鋭的やJ

Wいぜ11共芯拐の期乞三年をむたる民一一阿波jdmきが’刻L

4
（・

ι…ルル広島配守一りふ210比一既に商交社合のが（日叫にじ

7

．H～つ吉f

‘． υ九一げ一日以一点wtpス薮起の人々、も明に不俊一？に一郎jて

MEAの会ef－政たる程の次第なれば政府にじて果Lて民 h

庁主l

－一－－hrん
HM

ろさ〈てく・・’・3V 』、．．．． ， p－ 

ぃ業土霊P4山ヒ之干渉の得策なら去るを悟る一に於〈ば統係

－＼．・い
e

℃ヨ・・
0

．．． －
PJ

－－eうぜん

一例乞犬に改疋Lて商交内一貫阪に滴一せLむみか叉ば従前

お乙な・かい口b、民Je党どζ”ロん

の相場所に行はる一月主丈けの政一長をmLて新一治例乞全

でい

・．－

L．．aF・・・片品
J

・
a

廃するか二者その

・ ．
一に決するは左まで日月乞要するに

＼・ざってい・・1・・・かつて。ひ二・
．・っ．1・．・び含三と

非ーヂ到定AY日の日本人にで勝手向き右二階にじて引窓 ． ．  Jじんち〈・・・，e． ・びヨろっ．・ドーマヨ－
e

がた・

γA．ウ出入ゴるがお3新築の家に引移るλ芝は出来総3 3うだん．・・・・宅、hうがへ；“，・5・つう

相政あるゆゑ大に模様替Lて話回一過の住居芝潟すか叉は

tうぜ九J，．．．．

・きだ’ －－

gEれまでの容宅を修繕ιて、氷久住居芝定むるか尖訪れ

けっ・．・

h

．
a

・し’Bん・．－

e・』叫んそん

に決すもば必宇J ιも今後三年の思案を前記する認の難尚

・だい．－－－－Mんか，フ．3Lっかへ・・・ ・1

・・ ・・・．・びセ少し

題に赤・一y誌に断行ιて差支なかる可じ芝袋詰駄の務化信

4んぎ． ・・
．． 

・－

4yる所ゆかλ

ツ本来事の便宜よ
λツ云へば新築勿々未だ一度

有うきょ

．一

．かいちt．ed

－－す・包

も住居を試み%。る共家屋を改築するよりも住み慣れた

し内定ん

る家に相静岡の修諮を加PAるみラ智者の事KLて旦今日
さん

段世一ぬ一般に之乞好

ι
、．プlwス夜起のλ々も之に賛

サヤ
成L、

VPJPU砕「醐嵐山課題」慢話Q制帽馳腿
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金u一銭～談． L＠んtbιラげつ一さいじ・俳句Mも

奉花秋月かの／＼歳時の物に成bて之を田町ムは人情の

げつぼ〈

e． ．  

なKものかん

常なλツ左れほ歳末月迫の今日は人情何物に威令
J

るや芝

ロヲぬ．“
一

－－ek’HMとかLん・ムラ吉ゑん

尋るに必・ヂ銭なちん乞特例議の濡に信ずる所与が，9富貧困

岨芸品h品川YHν

んだちいてなか

C

務の大人達はイザ，知tD－ 一y窃も商支bd－比百み家事乞治むる

人々にιて歳未に鎮の事をほは当る者はなさ北ハ中にも

ムいう之らぞ〈－ねんし匂

十中の八九は自かrb自家の富有に満足せ斗YLて年、首以

ιん巴モと．’たんを〈・．・けだ

米の必古学制露Lたるを歎息す忍者よそ多かる可、し品一一品じ

・しよまう，〈わぷ九

人生の慾は限－Jな3ものにιて前途の所望常に迩分る

たV』・

1

・・させV

るが放に俄令円以牟中の渡世に多少の卒を得ても街はnA

ちY
｝

る乞知bp－ιて多々、21／＼多きを求めて止ま訟れば

いは・一・LフZVLhy

なの況んや共以アの不卒者失敗者に於て乞や歳末のお

匂阜、ラ’phJ〈わい．だハね
f

－

定は不般的民の鶴子にじ℃俗に云ふ勘定合ふて銭の足ら

高宮よ・

・ロ 知りるおけ世なればまず／’k・ 1銭乞田山は苫るε縛4y既に之乞

おも．・．日・ほうばム・

L均λvmqhラ

思へば叉λれk求るの方法も種々無量歩る可3あれザ」 川eす』J，．－L唱ぞい・玄も－－Jr・

－

LんL合め5・？レ

も進んで取るは逗て守るに若か歩進取の妙案を得る

含んげん勺ζ三〈

までは先づ以て勤倹貯蓄みそ喜一あれ芝我笈の滋て勤

乙〈ものふあた 品口す石所なAツ一年三百六十日物に鰯れ事に蛍れば些少

を－

h

山’とうい

Fうひ

の金銭愛じむにPArZY乞て・容易守之乞治受L允れても

きうば〈・勺さ’’つひ品、・5ぞう

扱歳末窮迫の時K至’oduて桑主に安ιたる比一一少の金銭ゐ

こ・ヲCわい

ちば共便利は如何るる可Bや’年中の後悔一時に夜ずる ・

1uhr3・＼

も支に共甲斐わる可ら切りれば我山試は致て既往乞答め定

じて附情熱来・ど警め明治二十五年の一月一日より心事乞

EAJtbd 

｝蒋Cて貯蓄に志心来牟の一歳未は必安今年今月の後始時

中小一sbiうにT（必村ふ世人か滋賀乞似V者なAツ

vrJPU砕「醐麗謹製」樫馬Q幅削明馳隈
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fbh乙く勺ゴち之巧r、

世人は辛に我訟の筋合を容れて貯蓄に志じた

or－せん

か然る土は共貯蓄、法に肱てνお一一一一？せ31乞得ナ今の

いうぴ・もち土含ん－－－MVιツ

貯蓄芝一古へぱ専ら郵便貯金の、法に依頼するの風なれゼ

も是れほ貯蓄、法の利あるもの芝云ふ可PDEるが刻ι同

！・そのるづ

貯金の利足は’年四wT二度にじて共預けだる月乞引出すJ

月芭段無利足ある上に一度に五十回以上の預金は叶は

4y一人にて五百回以土は前3れ？なて挺糾のず郎ゐb げんちう

て随分巌重ゆがるvhv」忘れぜも民間の金潟家叉は銀行等

いちい．・

．・

げら

に依頼する乞3は必・？五分以土の利広を日割に拐ふて

め九
HN

’フ

τrう毛ん

V』〈

一回倒志3手放もあι共損得は誠に明白なる可－L或は金

FJ

ピゃう・・含けん 滞家は武ハ内寅の事情を知るに由あじ銀行も甚だ危険あ

せっtつ3
いきう

b・

。ゆとの読めhJて質際それに相違汁鳴きものも少ながらヂ

υ
つ宮わ54人34ふ合きてhF2

宅路も皐－K見詮索ω不行届なるのみ淑多の宮家銀行の中

には大丈夫あるものも亦甚だ多L1少Lく注意すれば

たLur
－ひ芭す

C

恰に五介以上の利足を得ぺきに之に依b？ιて一筋に

－均つ－E

郵便貯金に集。僅に四分二度の低利に甘ん安る之氏

問訟刷かにあるまb2事ゆか
Aリ共一仇乞一でdんに凡そ今の一

－L－u
ん芯つだ

HJ

しいか

一

日本国中に資産の最も厚〈寂引の最も正くじて如何志

どうえう＼ 名事情にも到援せwdるものは三菱枇ある可じ然るに助

三菱祉の銀行

VPJPU締「醐露店器製」擦揺Q祖幅馳同時
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〈bAJrn〈

（第百十九図立銀行）が頃日特に康告ι

たる共演6金の利割乞目泊るに定期演は年利五分玉屋、

V』〈JA

つ

蛍座預は三分六厘五毛主定め備は共上にも特別砂田座預

まう

の設乞設けて一口の取引高五回以上、、一人エうの預b

山口同二千回を限ウ何時Kでも引出す可5壮一円座預bの金に

bh
山

定期向様五分五歴の利広を渡す可LJY」託じた仇
J

比割合

さうむ

を郵便貯金に比すれば一牟一分三座の相遂にじて去年

’o． つ

の十二月二十六日郵便局に五十回乞預けたる者は今年

3
づ、・・

・

今月今日の二図十銭の利足を授けbれ三菱銀行に預け

うけど

だる者は二回七十五銭を詩取る備は共上にも十二月二

十六日包めれば寝遮局の規則にて部門けだ5月巴引出

7
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du

－－ 、
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とと．毒。．

買いるら歩今その一例を卑けんに岐阜愛知一一回の震災中
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ャ、、仕r．ぅLつ
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国いよ・うい巴
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火力を及ぼ．すλ乏なれさも地震の火
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事は家先づ倒．れて後に火を援するが故K斯くも火勢の

ヨザbけ
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L両町ぞJ

、

ヱの種族・叫がれぜもヱ業の者は舵手用品あるのみにじて手
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渡位取付の一冗手芝じて差向5の忽に荻小屋にても作b 九んしょ〈Lよ〈げムおお

aM

凡弓－h

、

て之に限食C手に聡業の箆今〈ある者は一吋述人ツの道具ハ乞
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教育の－訪

日ァ、・・～い内をよιよほろべん

皐問、は人の家に居。世に廃する定めの方便な’り事問乞

ぢよがしょぜいみちふとらし
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よ唱と－t

外にじて居家庭世の道ゐらば必？じも蓄を議み理・乞詩

えらよう－比んげんでんじが〈も’品吃49合プ

ずるの要用なけれをも人間広島皐問の浩一理比外る1hも

のな3ゆゑに数育を大切にするみ乏な’o左れば致育は
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雪業枇舎に入れて身を立てじめん乞ずる者は必中yじも

ふおぜんも’叩M〈yムおよ花守び芭ては

深〈専門の易業を得せしむるに及ばヂ唯一湿りの数育

さづMhrrt、乙、3
えとゾ』にばん

を授け鼠一
4

問の大慢を心得るのみにて事足る可じ之に一氏

れだ5つがふせいしつ

じて家廷の都令もあLワヌその子の性質もあるみ乏なれ

H・うてい時叫んしょt
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し之、．32て・ヲぜF
わず，をつ

旨を心得て朝夕忘れ含る者を信者乏名け双方の問に明

C

ぺつが〈もんち

5mよ
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トコh．5告、とか

るものV－E－め小皐は小皐な．からに人生に必要なる居家

tょせいちけん手づくザ〈Eんほんい

虎世の知見を授るみそ事問の木意なれ即ち手朔日双露盤

て恨みE
んとんしいへか

よ
A

う手紙の文壬一口を知るが如3小民の家にも欽ャ可ら注
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ひっFb：ーか〈enhyz・Mγ〈もんけ4いt
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rt－zur（しゃ

却の生徒は患者Kす可ら泣るな・9
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逗加箆算案

きゐんしr
つみんぎていつひか主さんあAたい

安院が衆読の議定じたる二十五年度迄加禄算案に封じ

けプぐんかんth・ttうひふ〈（ゐつ・

衆院にて郎ウたる海軍省の箪鍛製造費等を復活せじめ

．おく，

て一史に衆院に迭’りたるに衆院にては討議の末、百二十
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叫ほんらいかげ二－F

を川山（た・

95広ふも本来影もなきものを製作じたるに

もていしゆっば

0

・

－
P43

t介・－y・本吃政府ょ・9提出じて一度び剥がれたるものを鷲

ふ〈・

すしうせ

ur－－hwほム

に復するに過ぎヂ即是れ修正の一法なウ違法に非・ヂ吃

之〈ひししゆっqがい事んいV』玄．けんぽム4’同じようはい

て図費支出の利害を競歩るに逗ゐらヂ憲法論の勝敗ど

つひ骨、主をつ山町つ・4b
・VLh‘〈ずとよんhfJJ

以て遂に拒絶に決じたるみ乏な
λ

リ窓、法の解蒋は随分易

から泣るみ乞にじて訟に一昨日の衆院中にても茶俗務

お一ひわかわど・

訟を二援にじ箆方相分れて人数を数ふれば百五十七主

ザa’Dモのさわヴか

百二十六乏の多少にじて禁差僅に三十一にみそ唱のれば

tぴhftぷんめい．～Vあん・きだま・

黒／日分明にじて天下の議論みらに定λソたるにもあらず

けんばふ．つも

．

－この

貯じて賞院に於ては長一羽よウ憲法に従ぴじ積ムツにて此

こ．

訟におびたるみ乏なれば是れよち
VPJFU排「時題担製」樫馬Q担眠馳県





同市出目

昔、トu・ヲ

貴衆の問に憲法論の

か号ぜう

交砂bる可bdは自然の勢なるが如《なれをも我輩は此

V』〈をんびん・いの

一践に歪かて特民事の穏俣を一加るものなb資院にて来

しょぬふたうじゃ

4万5せっ

践の所潟・ど不法凶なムツ芝すれば成は上安一広々の訟もあら

MhE

・じゃろた5

ん事．
みI〉に去れば止Vhを得、dるに似たれざも上奏の｝

けんばふ・そのじっと・うい・いちいみち

事は窓、法に明文γのそあれ実質は容易に依頼す可き道民

あらヂ此明文bbながら三十年にも五十年にも曾て之

よ5・げがいせいろん・をあい

を別用したる者なじ下界の政論は下界の白治に任せ均 AJ

しょ唱しモんわヲら

河氏、も定理じて至字ど演はじ奉主yJC一去、ム茶臼山町の問

を〈γとん

に臣民たる者の徳義也存ずるみ乏なれば比腐は貴院の

V」

th
ん4ん・、．． 内いわMHも

人々も篤吃勘桝らて政治一位倉金慢の卒和を重んヒ自か

－でいめんかへ旬・‘主5っく仕か－

pり貴族院の貴重なる鐙商を省みて始めて係を作る勿ら

んら4F一郎訟に鮫へヂ又能慨に於て今回衆院が郎る可b

けづ相

hurいたずらぜいねつぴ々ち土もだいちら

去るの款項を創・。て唯徒代・政熱病の容穏を現はじた

セ
hv

－Lんぜっち5い

るが縛めに貴院が之に釣じて深切に注意を加へたの芝

ピじっ．・ぐがんし

hT

・めいばt

の事賞は社合一般具販者の見る所にて既に明命なれば

モん

遣も貴院の来琴に損する所なBmuみなら歩臼み－僅々字

rf
ワhT5・J

’・－－

a

し台ぴよ

dつろ〈わ

牛を迅ぎ次舎の議場には必歩右の款項も首尾能〈透過

けいぐわ〈・ちたい

じ海軍省の計笠をして大に迩滞せしなるみ乞もなく衆

三んF－〈

mmは非F－改めで女院は縞足するの日ゐる可じ唯竿年の

－〈れ，tにん冗い〈わんとC

日，月のみ我部品は失々も共忍溺を勧告す’る忠告な。

VPJPU排「醐握謹製」寵馬Q恒幅班賠





的。N

震災地の堤防へ変体がなのルピは活字がないので、）

／通常の活字体平仮名に改めた＼

しんさい

今度の震災一一付き岐阜豚地方－一堤防を損したる広と実一一容易ならず今日ま

での報告に擦るニ大小

えんちゃうかいちくしゅうぜん

の堤防延長百四十旦ハ改築又ハ惰繕を要すとの広となれパ其費用ハ蓋し何

百高円の巨額なる可し
しやうなんぷつ 元来岐阜豚の三大河と称去る木曾拝斐長良ハ何れも有名なる難物ユして百

かわとこ

千年来次汁／＼ニ川床を

こうずゐきく 高くし毎年の洪水一一害を為是ふと甚だしく其実を避るの法ハ唯堤防を築立

るの一手段ゆるのみ川床

きいげん

の次才一一上るニ従て堤防も亦次才一一上り上々際限ゆる広となく現一一今日の

庭ユても川床ハ遥－一平地の

お〈でんぱた

上法一一在りて家屋田畑ハ其下底一一位し平地一一在る人ハ水流を見るの有様ユ

して侍む所ハ唯一帯の堤防

てんぜんいんワんぼうふう

ゆるのみなれども人為の堤防ハ天然の水に勝たぞ夏の淫寂秋の暴雨一一逢ヘ

はくわいしんゐ

パ往々堤防を破壊して

けい
〔頃〕

ばんこうすゐていながころれい

高項の田畑を水底一一沈め家を流し人市を殺去の沙汰ハ殆んど毎年の例の如

し徳川政府の時代より世の

けいせいかかいあ〈きくゐくわん

経世家の憂る所ユして曾て此害悪を除くの策を得たるものなき広そ遺憾な

ゆしゆっせいたい

れ然るニ開園以来生糸の輸出漸く盛大

ゃうさんりつあんはんらん

を致し養蚕の利益大なるよりして或人の立案一一河流の斯くも汎濫して害を

ちせい

為毛ハ天然の地勢一一由るとハ云ひな

せいいもげんいんこらいこく

がら水田の制も亦その害の一原因たらざるを得ぞ古来家作を重んぞるの回

ふうむり

風ユて地形の無理なる
くふうせとみもび 庭ユも用水を引くの工風を運らし河の流を堰き留めて水を左右－一導き一堰

そすい

又一堰自然に疏水

を妨げて川床一一土砂を留むるの媒介を為是広となれパ今や養蚕一一利益ゆる

広そ幸なれ水田を

きうでんせきとりはら

廃して桑田に変し一切の堰を取排ふて河流の自然一一任したらパ自然一一床を

低ふして水復た

ドムやは砕「蹴握
h

器製」揮出Q帽帽班隈
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回一wN

せついっせっ

地中より行くの古一一返る広ともゆる可しとの説ゆり白から一説ユして面白

しと雄も我農家の骨一一

てっしう〈わんすう 徹したる米作の習慣を梯ふて水田を廃毛るE如きハ利益の数を問はぞして

はんふ－

A〈

先づ之ニ反して不服を云ふ

うたかひだいこんなんかっ

可きや疑を容れぞ之を汁一の大困難として仮令ひ或ハ此困難一一勝ていよ

／11水田の用水を引く広と

せきとりのぞはたげんさい

なく河の堰を取除きて水流の自然一一任毛るも之一一由りて果して現在の土砂

あら

を海一一洗ひ出して

せきミよくてき

川床を、深く毛るの実効を奏毛可きや否や若しも其積極的の効なくして唯今

後川床を

うれひ

高く去るの患を軽くするニ止まるゃうの広となれバ今の堤防を今のま
t

士一

ゐち
維持して時々水害を被る

じうぜんはいすゐでんたしか ハ従前一一異なる広となかる可し左れパ廃水田の説も実際一一行はれ難く又健

ニ実効も期し難しとして

ところみていしっかいちくしうぜん

我輩、の試一二策を提出せんニ今度の改築街繕ハ実一一未曾有の大工事ユして

ひじゃう

非常の工費

せいこうしんさいわざわひきいほう

を要するのみならず其成工の上ふも震災の除。、深き慮一一禍を遺して再崩の

うけ

心配なしとも請

あこ

h

けつだんてうさてん

合はれず就てハ愛－一大一一決断して地勢を調査し三大河の河心を他に轄して

新ニ堤防を築き

地面の最も低き虎一一水を流すの工風ハなかる可きや素人の考ユハ此新河流

ハ遠きニ求め

そきうりう

ず正しく今の河流一一隣して今の一方の堤防一一沿ひ奮流同一様の新流を聞く

も其川床ハ遥〔か〕
あたかかうそうせうさんみやく

ニ下りて奮川床ハ恰も一帯の高燥小山肢の状を成毛広とならんと漫一一想像

する所なり

既ニ新河流の工を成す上ハ彼の水田を廃するの説も徐々ニ実行を試み百事

ちうい

ニ注意して

ゐぢほどむろん 維持保護したらパ甚だしき水害を免かる可きハ無論仮令ひ或ハ年々土砂を

新流の川床－一

VPJP以砕「蹴握謹製」樫括Q－f曜班時
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けんしゃう

積む広とめるも今の苔河流の現状一一至るまでハ数百歳の猶諜ゆる可し必ず

こそくさく

しも姑息策ユは

けっかうてうさめんみつ

非ざるなり固より斯る大策を決行去るユハ技師の調査を綿密ユする広と才

一の要用ユし

て費用も亦莫大なる可し我輩の容易ニ警一一u毛可き事柄一一非ぞ之を一一一口ふて却

て世の

あざけりちすゐかせんしばんりよ

明を招く広ともゆる可しと雌も幾百年の問。幾百千の治水家守千思寓慮

して曾て

ぐうもうき

策を得たる者なしと吟れバ素人の言も亦偶中なきを期す可らぞ殊一一今回ハ

こくかじ

国家事

げふひっえう 業としてれに防の改築術繕一一大金を費すの必要一一迫りたる広となれパ其大金

の高を

ちゃうけいきぱう

吏ニ増して如何ゃうユら百年の長計を定めん広と翼望一一堪へず之を望むの

徐り高一の参考ユもと

あへ

忠ふて敢てで一ニ？を邑去るのみ

VFJP以緋「醐単語製」慢厄Q判噌馳隈
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に煩焔潟市民浪。規が子を見殺にじて泣くあれば萎が

をワV」もと3けどプうおにャhらfM

・一穴を求めで叫ムゐλツ走て土議の鬼克に頭乞袴かるL者

ばq－L
・目・阜、けL

あAリ梁に足JZ致
．
われて焼死ぬる者あb市中、定締幾蔦只

つLつ

t

・‘ししゃιJ
一・とぜんじ阜、うもの

Mtt

’ の焼失、幾宮内入の死傷、犬都議乙て古戦場乞尖る共物誇

いおそ

はいよf、問ていよfーもおろじけれても唯むが乙の事

芳、な

乏して間流が疋Lに何？ぞ料bん今回は肢札口十大一均一名古屋

を始め芝じて何十車内一一回の地方に正じく江戸の大地

さ川町えんf，hvら11目さんじゃう・・・・たうらい

震・ピ再演じて修羅の惨扶乞ロ王ι除今到来の電報通信に

3んTd・

授らていよノ＼共事情乞詳にすればいエ／11段鼻に

港へ？然かも共日は本月こ十八日KLて鶴田暦の九月二

忌た

十六日に賞。安政ニ牟の詩型徒十月二日のλゆとあれば前

． ・3うい’・・・てん－CMV

後七日の相逮にじ之二度の天災之氏三十七牟久ιを路

、も民慨に見るが’却し左れほ蛍－府下を始め手して敏悦の

地万円い〈ぃ新
t

、もが磁の

VFJやは砕「醐握hw特製」擦EMG担曜離陣
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み多少のnmA乞拐てL被害地方の死む者負傷者貧問者を

すくだav・－．ぞっ強う

救ぴ絡はbんλ芝hwgk塔へを但じ骨一ハ義拐金は砂田時事

げんきん・かまぜ・．だっちゃ〈しだい
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新報社に嘗て現金民てお
γ

潟替に℃も到治省次第λれを
ー

取

L主ι7H由ムah・めア

認めて共筋に使用・法を托し叉その義指者の姓名て金高

ιる・五日げさ司Lよ

けとは時々木紙上に記Lて町一間取書に代PA可ι 44んだか

一議おの金高は一口十銭以上の事

E

つけご勺きげん

一議拐金引間取の期限は来る十一月十五日までの一段
4

東京市京橋区南飼町二丁目十二香犯

明治二十四年キザ宮町戸むほ羽深雪

十月二十九日住・宮↑・笠q翠rMm

ドrJPU排「時巌謹製」慢話Q担雌馳碑
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「
相
場
所
営
業
の
延
期
」

は
一
福
津
が
時
事
新
報
紙
上
で
し
ば
し
ば
論
及
し
て
い
る
「
相
場
所
論
」
あ
る
い
は
「
取
引
所
論
」

の
一
つ

で
あ
り
、
明
治
十
七
年
七
月
十
二
日
付
社
説
「
相
場
所
の
一
新
を
望
む
」
以
来
ほ
ぼ
十
年
間
に
わ
た
り
論
じ
続
け
た
、
大
き
な
課
題
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の
一
つ
で
あ
っ
た
。

し
か
も
同
じ
標
題
で
二
年
前
す
な
わ
ち
明
治
二
十
一
年
十
月
五
日
（
全
集
別
巻
所
収
）
に
も
論
じ
て
お
り
、
こ
の

問
題
に
対
す
る
福
津
の
思
い
入
れ
が
窺
え
る
テ
l
マ
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
副
所
長
西
川
俊
作
氏
の
「
相

（

4
）
 

場
所
見
学
」
と
題
す
る
論
考
が
あ
る
の
で
、
そ
の
論
旨
に
沿
っ
て
こ
の
二
度
目
の
「
相
場
所
営
業
の
延
期
」
（
明
治
二
十
三
年
九
月
十

一日）

の
主
張
を
概
説
し
て
み
よ
う
。

元
来
尚
商
立
国
を
主
張
す
る
福
津
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
明
治
二
十
年
五
月
十
四
日
公
布
の
取
引
所
条
例
（
同
年
九
月
一
日
施
行
）

は
大
い
に
歓
迎
す
べ
き
政
府
の
施
策
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
の
条
例
に
よ
り
従
来
の
米
商
会
所
条
例
・
株
式
取
引
所
条
例

が
い
ず
れ
廃
止
と
な
る
こ
と
に
は
不
満
の
意
を
表
し
、
新
し
い
所
謂
ブ
l
ル
ス
条
例
が
独
仏
の
取
引
所
に
範
を
と
り
会
員
組
織
に
切

り
換
え
る
こ
と
に
不
安
を
い
だ
き
、
従
来
の
株
式
会
社
組
織
の
方
が
国
情
に
合
っ
て
い
る
と
し
て
、
皮
相
的
な
西
欧
文
物
の
摂
取
に

批
判
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
例
え
ば
十
七
年
七
月
十
二
日
社
説
「
相
場
所
の
一
新
を
望
む
」
（
全
集
十
一
巻
五
九
頁
、
以
下
全
集
よ

り
の
引
用
は
「
全
⑪
五
九
」
の
ご
と
く
略
す
）
以
来
取
引
所
の
必
要
性
を
論
じ
て
い
た
が
、
二
十
年
の
取
引
所
条
例
公
布
に
よ
り
旧
条
例

は
廃
止
と
決
定
し
て
い
た
の
を
、
黒
田
内
閣
（
明
治
二
十
一
年
四
月
三
十
日
成
立
）
の
農
商
務
大
臣
に
遅
れ
て
就
任
し
た
（
同
年
七
月
二
十

五
日
）
井
上
馨
が
、
従
来
の
株
式
取
引
所
・
米
商
会
所
と
も
そ
の
営
業
期
限
を
二
十
四
年
六
月
ま
で
延
期
し
た
こ
と
に
賛
意
を
表
し
、

さ
ら
に
発
展
し
て
プ
l
ル
ス
を
廃
し
従
来
の
組
織
を
改
善
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
。
そ
の
後
二
十
三
年
一
月
二
十

一
一
日
社
説
「
相
場
所
の
所
望
」
（
全
⑪
三
五
五
）

に
お
い
て
は
、
投
機
を
賭
博
と
同
一
視
す
る
士
族
者
流
の
考
え
が
自
由
な
価
格
形
成

を
妨
げ
る
と
主
張
し
、
同
年
三
月
三
日
福
津
は
外
人
宣
教
師
三
名
を
同
道
し
て
米
商
会
所
、
株
式
取
引
所
を
初
め
て
見
学
し
、
従
来

の
機
構
が
日
本
の
国
情
に
適
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

そ
の
後
「
米
商
論
」
（
四
月
二
十
三
！
五
目
、
全
⑫
四
一
五
l
四
二
四
）
、



「
財
政
始
末
」
（
五
月
二
十
九
日
l
六
月
四
目
、
全
⑫
四
二
六
l
四
四
一
）
、
「
尚
商
立
国
論
」
（
八
月
二
十
七
日
l
九
月
一
目
、
全
⑫
四
八
四
1
四

九
七
）
と
財
政
経
済
に
関
す
る
社
説
を
時
事
新
報
紙
上
に
掲
載
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
時
事
新
報
の
主
張
に
応
ず
る
か
の
如
く
政
府
も
重
い
腰
を
あ
げ
て
取
引
所
の
現
状
を
視
察
し
二
十
三
年
九
月
十
日
、
株
式

取
引
所
と
米
商
会
所
の
営
業
期
限
を
さ
ら
に
三
カ
年
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
の
決
定
を
う
け
て
、
翌
十
一
日
、

は
か
ら
ず

も
二
年
前
と
同
じ
表
題
の
「
相
場
所
営
業
の
延
期
」
を
発
表
し
、
新
し
い
取
引
所
を
設
置
す
る
よ
り
も
従
来
の
株
式
取
引
所
・
米
商

会
所
に
改
良
を
施
し
た
方
が
国
情
に
合
っ
て
い
る
こ
と
を
、
重
ね
て
主
張
し
た
の
が
こ
の
新
資
料
で
あ
る
。

「
金
銭
談
」

は
年
末
に
当
り
一
般
庶
民
の
利
殖
方
法
と
し
て
、

年
利
四
分
二
厘
の
郵
便
貯
金
よ
り
も
、

三
菱
社
経
営
の
東
京
第
百

十
九
国
立
銀
行
や
三
井
銀
行
の
様
な
信
用
厚
き
銀
行
に
定
期
預
金
（
年
利
五
分
五
厘
）
に
預
け
た
方
が
有
利
で
あ
る
と
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。

「
震
災
地
方
は
今
正
に
災
害
の
最
中
な
り
」
、
「
震
災
地
方
民
の
難
渋
」
お
よ
び
社
説
と
思
わ
れ
る
「
震
災
地
の
堤
防
」
は
い
ず
れ
も
、

福津最古の訳稿「程始概署」等について

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
午
前
六
時
三
十
分
ご
ろ
岐
阜
・
愛
知
両
県
を
襲
っ
た
濃
尾
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
M
）
に
よ
り
建

物
の
全
半
壊
二
十
二
万
戸
、
死
者
七
千
余
人
、
上
下
六
メ
ー
ト
ル
、
水
平
二
メ
ー
ト
ル
の
大
断
層
を
生
じ
た
大
被
害
の
復
興
等
に
つ

い
て
記
し
た
も
の
で
、
こ
の
記
録
的
な
大
地
震
の
被
害
の
復
興
の
た
め
、
時
事
新
報
社
は
早
速
義
指
金
の
募
集
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
募
集
広
告
の
草
稿
も
福
津
の
自
筆
で
あ
る
が
、
そ
の
分
は
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
新
資
料
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
草
稿

と
新
聞
記
事
と
の
聞
に
多
少
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
そ
れ
を
後
に
掲
げ
て
お
い
た
。

「
教
育
の
説
」
は
福
津
の
自
論
で
あ
る
、
学
校
教
育
に
お
け
る
一
般
普
通
教
育
の
重
視
を
述
べ
た
も
の
で
、
教
育
の
目
的
は
「
居
家

処
世
の
知
見
を
授
」
け
る
こ
と
に
あ
り
、
学
生
を
す
べ
て
学
問
の
専
門
家
に
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
の
段
階
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で
も
完
成
教
育
を
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。



「
追
加
予
算
案
」
は
貴
族
院
が
衆
議
院
の
提
出
し
た
二
十
五
年
度
の
追
加
予
算
案
に
対
し
、
衆
議
院
が
削
除
し
た
海
軍
省
要
求
の
軍
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艦
製
造
費
を
復
活
し
て
衆
議
院
に
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
衆
議
院
は
二
十
五
年
六
月
十
日
重
ね
て
こ
れ
を
拒
否
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

件
に
つ
き
福
津
は
国
防
上
の
問
題
か
ら
貴
族
院
の
決
定
を
支
援
し
て
い
た
の
で
、
両
院
で
事
を
穏
便
に
進
め
次
期
議
会
で
通
過
す
る

こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

し
か
し
予
算
案
は
福
津
が
好
ま
な
か
っ
た
天
皇
の
勅
裁
と
い
う
形
で
十
四
日
に
成
立
し
た
。

「
大
地
震
に
付
義
担
金
募
集
広
告
」

草
稿
で
は
安
政
大
地
震
の
年
代
と
日
付
を
間
違
え
、
明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
の
旧
暦
換
算
も
一
日
ず
れ
て
い
た
の
を
、
新

聞
紙
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
最
後
の
義
担
金
受
付
の
細
目
を
決
め
た
箇
条
書
の
部
分
は
明
ら
か
に
異
筆
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

恐
ら
く
石
河
幹
明
の
加
筆
と
思
わ
れ
る

稲
葉
正
邦
氏
寄
贈
資
料

稲
葉
正
邦
氏
は
大
分
県
中
津
市
の
郷
土
史
家
故
稲
葉
倉
吉
の
嗣
子
で
あ
る
。
同
氏
は
本
年
（
一
九
八
九
）
五
月
二
十
二
日
中
津
に
保

管
さ
れ
て
い
た
亡
父
の
資
料
を
、

亡
父
五
十
年
忌
法
要
で
東
京
八
王
子
か
ら
帰
郷
さ
れ
た
折
に
持
ち
帰
ら
れ
、
福
淳
関
係
資
料
を
わ

ざ
わ
ざ
三
田
の
福
津
研
究
セ

γ
タ
ー
ま
で
持
参
し
て
閲
覧
を
許
さ
れ
た
後
、
直
ち
に
寄
贈
の
お
申
し
出
で
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
資
料
は
後
で
述
べ
る
よ
う
に
福
津
諭
吉
の
生
涯
最
初
の
翻
訳
で
あ
る
「
ベ
ル
築
城
書
」

の
写
本
（
前
半
の
み
）
で
あ
り
、
福
津
の

数
あ
る
著
訳
書
の
文
字
通
り
冒
頭
に
挙
げ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
、
今
日
ま
で
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
新
資
料
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
原
資
料
の
披
見
が
許
さ
れ
た
な
ら
ば
こ
れ
を
広
く
学
界
に
紹
介
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
閲
覧
の
許
可
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、
こ
の
貴
重
な
資
料
を
直
ち
に
寄
贈
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
対
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る



稲
葉
家
寄
贈
資
料
は
故
稲
葉
倉
吉
の
遺
著
『
豊
前
郷
土
史
論
集
』
（
岡
為
造
編
、
赤
松
翠
陰
校
、
昭
和
十
六
年
五
月
刊
、
昭
和
五
十
五
年

国
書
刊
行
会
復
刻
）
に
収
録
さ
れ
た
未
発
表
原
稿
「
福
津
先
生
の
著
学
問
の
す
す
め
初
篇
と
経
始
概
暑
に
就
い
て
」
（
同
書
二
五
五
l
二

六
七
頁
）
と
い
う
論
文
に
紹
介
さ
れ
た
文
献
の
関
係
資
料
の
全
て
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

1
。
へ
ル
築
城
主
訳
稿
写
本
（
経
始
概
署
）

和
緩
一
冊

2
山
口
県
ェ
相
送
り
候
下
書

袋

内
訳

中
津
市
校
洋
皐
生
費
用
之
記

綴

豚
内
士
民
江
文
皐
告
諭
文

綴

奮
中
津
勝
洋
皐
校
出
金
方
法

綴

山
口
勝
よ
り
小
倉
豚
へ
資
料
請
求
依
頼
状

通

3
勧
農
の
儀
建
白
書

綴

福淳最古の訳稿「程始概署」等について

4
人
名
調

通

5
故
稲
葉
倉
吉
氏
覚
書

綴

右
の
資
料
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
も
の
は
1
、
2
、
4
の
資
料
で
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
1
の
資
料
は
こ
れ
ま
で
慶
照
義
塾
の
関
係

者
や
福
津
諭
吉
研
究
家
の
間
で
話
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
稲
葉
の
遺
著
が
昭
和
十
六
年
に
公
刊
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
後
昭
和
五
十

五
年
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
わ
れ
わ
れ
の
怠
慢
で
あ
っ
て
弁
解

の
余
地
は
な
い
。
稲
葉
は
「
何
故
か
一
指
揮
全
集
に
は
、
発
表
せ
ら
れ
て
を
ら
ぬ
。
無
論
其
の
稿
本
は
現
在
で
も
福
津
家
に
保
存
せ
ら

い
は

x
門
外
不
出
と
で
も
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
か
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
指
摘
の
通
り
そ
の

〔
れ
〕
て
を
る
に
違
ひ
な
い
が
、
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」
柄
本
は
福
津
宗
家
に
保
存
さ
れ
て
い
て
既
述
の
宗
家
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
稿
本
は
戦
後
の
『
戸
市
津
諭
吉
全
集
』
第
七
巻



（
二
八
一

l
四
一
三
頁
）
に
初
め
て
活
字
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
稲
葉
の
紹
介
し
た
ベ
ル
築
城
書
の
序
文
に
当
る
「
経
始
概
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署
例
言
」
と
「
内
編
郊
伝
一
論
目
次
」
「
外
編
塁
城
論
目
次
」
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
全
集
本
は
原
著
者
ベ
ル
の
「
自
序
」
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。
福
津
家
に
そ
の
訳
稿
が
保
存
さ
れ
る
経
過
に
つ
い
て
は
、
『
福
翁
百
除
話
』
第
十
六
話
「
貧
書
生
の
苦
界
」

の
中
で
引

く
「
築
城
書
百
爾
之
記
」
（
全
＠
四
二
一
！
四
一
）
に
詳
し
い
。

い
ま
そ
の
要
点
を
記
せ
ば
、
福
津
が
大
坂
の
緒
方
塾
で
蘭
学
修
業
中
、

兄
三
之
助
の
死
去
に
よ
り
中
津
に
帰
っ
て
い
る
聞
に
、
家
老
奥
平
壱
岐
の
秘
蔵
す
る
ベ
ル
の
原
本
を
借
り
う
け
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
倹

み
写
し
、
大
坂
に
再
度
留
学
し
た
際
、
緒
方
の
厚
意
に
よ
り
そ
の
蘭
文
を
翻
訳
す
る
こ
と
を
口
実
に
緒
方
家
の
食
客
生
と
な
る
こ
と

が
出
来
た
こ
と
や
、

ま
た
そ
の
苦
心
し
て
写
し
た
蘭
文
と
そ
の
訳
稿
を
、
惜
し
気
も
な
く
他
人
に
与
え
て
し
ま
っ
た
が
、
明
治
十
四

年
に
再
び
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

福
津
宗
家
寄
贈
資
料
に
含
ま
れ
る
「
築
城
書
百
爾
之
記
」
と
図
面
を
一
括
し
た
包
み
紙
に
は
福
津
の
筆
跡
で
「
荷
蘭
人
ベ
ル
著
築

城
書
課
本
／
六
冊
図
一
巻
付
／
福
津
諭
吉
二
十
三
四
歳
の
時
／
の
翻
諜
な
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
訳
書
名
は
「
ベ
ル
著
築
城
書
」
の
如

く
み
ら
れ
る
が
、
稲
葉
旧
蔵
写
本
に
よ
る
と
「
経
始
概
客
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
書
名
の
「
経
始
」
と
は
諸
橋

轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
、
「
家
屋
を
建
て
は
じ
め
る
。
土
木
を
興
す
。
経
は
地
を
測
量
す
る
こ
と
。
は
じ
め
る
。
開
始

す
る
」
と
あ
っ
て
、
土
木
建
築
を
始
め
る
意
味
は
あ
る
が
、
城
郭
の
建
築
と
い
う
意
味
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
新

資
料
の
形
態
と
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

「
経
始
概
容
」
は
縦
二
四
・
五
セ

γ
チ
横
一
六
・
七
セ

γ
チ
、
半
紙
四
十
三
丁
（
表
紙
と
も
）
仮
綴
、
題
祭
な
し
。
標
題
は
付
い
て
お

ら
ず
第
一
丁
冒
頭
に
「
経
始
概
署
例
言
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
訳
本
の
由
来
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
標
題
を
仮
に
「
経
始
概
署
」
と

し
て
お
く
。
写
本
は
こ
の
例
言
に
続
き
「
内
編
郊
俸
一
論
目
次
」
と
「
外
編
塁
城
論
目
次
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
福
津
自
筆
の
訳
文

『
百
児
塁
城
篇
一
』

に
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
部
分
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
巻
頭
一
丁
表
か
ら
半
面
十
行
二
十
詰
の
型
式
で
写
さ



れ
て
お
り
、
福
津
自
筆
訳
本
と
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
見
受
け
ら
れ
な
い
善
本
で
あ
る
。
自
筆
訳
稿
の
方
は
多
少
書
き
損
じ
が
あ
り
、

ま
た
翻
訳
を
推
敵
し
て
朱
で
訂
正
し
た
箇
所
も
あ
る
が
、
写
本
は
訂
正
さ
れ
た
方
が
写
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
自
序
」
「
緒
一
一
日
」

と
続
き
「
郊
盤
論
巻
之
ご
「
郊
壁
論
巻
の
一
ご
ま
で
が
含
ま
れ
て
い
る
）
。
引
用
に
際
し
て
は
「
経
始
概
嬰
例
言
」
は
原
文
を
上
段

に
掲
げ
、
下
段
に
そ
の
読
み
下
し
文
を
配
し
、
目
次
の
部
分
は
上
段
に
原
文
を
置
き
下
段
に
は
、

そ
れ
を
全
集
の
本
文
と
校
合
し
て

異
同
あ
る
場
合
の
み
そ
れ
を
示
し
て
お
く
（
漢
文
の
読
み
下
し
は
富
田
正
文
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
）
。

経
始
概
客
例
言

福津最古の訳稿「経始概署」等について

一
原
書
係
紀
元
一
千
八
百
五
十
二
年
和
蘭
歩
軍
神
将
設
母
華
百
児
所
著

児
氏
任
教
授
之
職
嘗
時
彼
邦
於
築
城
之
科
未
有
適
宜
者
故
特
著
此
書

以
供
後
進
之
軌
範
駕
全
冊
産
不
過
二
百
葉
而
其
中
所
包
者
甚
康
白
築

培
穿
陸
之
尺
度
全
障
之
形
象
以
至
干
守
攻
之
方
署
無
不
備
百
六
突
範
義

者
在
緒
方
先
生
之
門
也
先
生
命
範
課
之
且
云
翻
課
之
所
貴
者
不

在
課
文
之
巧
拙
而
在
達
意
如
何
耳
若
徒
用
華
藻
典
雅
之
詞
則
原
書
之

意
或
不
通
而
使
讃
者
生
厭
倦
之
心
大
非
著
者
之
本
意
也
範
素
不
鋼
大

西
兵
語
不
敢
嘗
此
任
但
師
命
之
重
無
所
辞
不
自
顧
部
阻
妄
下
筆
起
草

業
未
半
去
年
秋
曾

君
有
従
事
洋
皐
之
命
召
於
江
都
十
月
到
邸
乃
復
継
旧
業
今
弦
二
月
始
得

脱
稿
詩
文
不
厭
部
僅
一
主
達
意
加
以
範
非
才
回
無
足
観
者
皐
者
若
不

問
文
之
巧
拙
而
欲
窺
著
者
之
心
匠
索
築
城
之
基
範
則
幾
庶
可
也
己

経
始
概
署
例
言

〔。・
H
F戸
田
・
旬
開
F〕

一
原
書
は
紀
元
一
千
八
百
五
十
二
年
、
和
蘭
歩
軍
枠
将
設
母
華
百
児
の

著
わ
す
所
に
係
る
。
児
氏
教
授
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
し
昔
時
、
彼
の
邦

に
築
城
の
科
に
未
だ
適
宜
の
も
の
有
ら
ず
。
故
に
特
に
此
の
書
を
著

わ
ず

わ
し
て
以
っ
て
後
進
の
軌
範
に
供
す
。
全
冊
匿
か
二
百
葉
に
過
ぎ
ず

し
て
其
の
中
に
包
む
所
の
も
の
甚
だ
康
く
、
塘
を
築
き
陸
を
穿
つ
の

尺
度
、
全
障
の
形
象
よ
り
、
以
っ
て
守
政
の
方
暑
に
至
る
ま
で
備
具

せ
ざ
る
無
し
。
範
曇
き
に
緒
方
先
生
の
門
に
在
る
や
、
先
生
範
に
命

じ
て
こ
れ
を
謬
せ
し
む
。
且
つ
云
く
。
翻
課
の
貴
ぶ
所
は
語
文
の
巧

の
み

拙
に
在
ら
ず
し
て
、
達
意
如
何
に
在
る
耳
。
若
し
徒
ら
に
華
藻
典
雅

の
詞
を
用
う
れ
ば
則
ち
原
書
の
意
或
い
は
通
ぜ
ず
し
て
、
讃
者
を
し

て
厭
倦
の
心
を
生
ぜ
し
め
ん
。
大
い
に
著
者
の
本
意
に
非
ざ
る
也
。

範
素
と
よ
り
大
西
の
兵
語
に
嫡
わ
ず
、
敢
え
て
此
の
任
に
当
ら
ず
。

277 



近代日本研究

一
本
邦
今
日
大
西
早
亦
漸
闇
故
凡
物
品
之
名
称
諸
大
家
課
本
確
定
者
亦

多
濁
至
築
城
学
者
従
事
干
此
者
或
鮮
故
其
物
品
法
式
未
経
其
謀
者
甚

多
此
書
陣
院
壕
重
之
各
部
障
郭
塁
面
之
諸
形
式
其
名
称
雄
力
従
諸
家

所
慣
用
従
前
全
無
謀
名
者
嬬
下
新
訳
或
諸
之
其
当
否
不
可
知
者
不
敢

下
謹
直
存
原
名
但
其
課
名
下
各
附
原
語
以
供
便
覧

一
度
量
之
名
諸
謀
本
多
以
彼
邦
曾
児
一
寸
一
定
尺
為
尺
以
巴
児
母
一
誠
一
巳
寸
為

寸
以
免
依
母
一
誠
一
恥
歩
為
歩
者
恐
不
排
興
本
邦
之
尺
寸
奈
何
也
故
書
中

所
示
者
皆
存
其
原
名
但
以
文
字
完
長
記
「
曾
」
「
巳
」
「
免
」
頭
字
以

従
簡
署
其
他
如
封
多
巴
斯
亦
従
例
無
下
訳

一
書
中
喜
不
交
臆
断
力
主
存
原
文
之
意
偶
有
愚
見
小
註
上
下
記
〔

分
之
安
政
六
年
己
未
仲
春
中
津
福
津
範
子
園
誌
干
江
都
砲
洲
邸

図

ひ

ろ

う

但
師
命
の
章
一
き
辞
す
る
所
無
し
。
白
か
ら
都
阻
を
も
顧
み
ず
妄
り
に

筆
を
下
し
て
起
草
す
。
業
未
だ
半
ば
な
ら
ず
し
て
去
年
の
秋
曾
君
よ

り
洋
皐
に
従
事
せ
よ
と
の
命
有
り
て
、
江
都
に
召
さ
れ
十
月
邸
に
至

〔
得
〕

り
乃
ち
復
た
旧
ー
業
を
継
ぐ
。
ム
7

諒
二
月
始
め
て
脱
稿
す
る
を
持
た
り
。

課
文
は
都
但
を
厭
わ
ず
一
に
達
立
を
主
と
し
、
加
う
る
に
範
の
非
才

を
以
て
し
、
問
よ
り
観
る
に
足
る
も
の
無
し
。
皐
者
若
し
文
の
巧
拙

を
問
わ
ず
し
て
、
著
者
の
心
匠
を
窺
が
い
築
城
の
基
範
を
索
め
ん
と

ち

か

欲
す
れ
ば
則
ち
幾
庶
く
は
可
な
ら
ん
か
。

一
本
邦
今
日
大
西
の
皐
も
亦
漸
く
闘
く
。
故
に
凡
そ
物
品
の
名
称
は
諸

大
家
の
謀
本
確
定
の
も
の
も
亦
多
し
。
濁
り
築
城
学
に
至
り
て
は
、

す
く
な

此
に
従
事
す
る
者
或
い
は
鮮
し
。
故
に
其
の
物
品
法
式
は
未
だ
其
の

〔
陸
カ
〕

ひ

げ

い

課
を
経
ざ
る
も
の
甚
だ
多
し
。
此
の
書
の
陣
院
壕
聖
の
各
部
、
障
郭

塁
面
の
諸
形
式
、
其
の
名
称
は
力
め
て
諸
家
の
慣
用
す
る
所
に
従
う

と
躍
も
、
従
前
全
く
諜
名
無
き
も
の
は
、
鶏
か
に
新
訳
を
下
す
。
或

い
は
こ
れ
を
課
し
て
其
の
当
否
の
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
敢
え

て
語
を
下
さ
ず
、
直
ち
に
原
名
を
存
す

ω

但
し
其
の
語
名
の
下
に
各

々
原
語
を
附
し
て
以
っ
て
便
覧
に
供
す
。

一
度
量
の
名
、
諸
謀
本
は
多
く
彼
の
邦
の
曾
児
諜
肥
尺
を
以
っ
て
尺
と

為
し
、
巴
児
母
一
誠
一
恥
寸
を
以
っ
て
寸
と
為
し
、
免
依
母
一
誠
一
恥
歩
を
以

っ
て
歩
と
為
す
は
、
恐
ら
く
本
邦
の
尺
寸
と
奈
何
を
排
ぜ
ざ
る
也
。

故
に
書
中
示
す
所
は
皆
其
の
原
名
を
存
す
。
但
し
文
字
の
冗
長
な
る
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経
始
概
嬰
（
稲
葉
本
）

福津最古の訳稿「経始概署」等について

内
編
郊
壁
論
目
次

巻
之
一第

一
総
括

第
二
哉
面

第
三
裁
面
平
方
積

第
四
底
面

第
五
蔽
聖
職
眼

巻
之
二経

萱

巻
之
三室

障
制
式

を
以
っ
て
、
「
曾
」
「
巴
」
「
免
」
の
頭
字
を
記
し
て
以
っ
て
簡
暑
に
従

う
。
其
の
他
封
多
巴
斯
の
如
き
も
亦
例
に
従
り
訳
を
下
す
こ
と
無
し
。

一
書
中
宅
も
臆
断
を
交
え
ず
、
力
め
て
原
文
の
意
を
存
す
る
を
主
と
す
。

偶
ま
愚
見
有
れ
ば
小
註
し
、
上
下
に
〔
〕
の
図
を
記
し
こ
れ
を
分

〔
鉄
砲
洲
〕

つ
。
安
政
六
年
己
未
仲
春
中
津
福
浬
範
子
園
、
江
都
砲
洲
邸
に
て
誌

す。

全
集
本
（
福
津
宗
家
旧
蔵
草
稿
）

「
内
編
郊
壁
論
目
次
巻
之
ご
を
「
郊
壁
論
巻
之
一
」
に
作
る
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「
壁
障
制
式
」
を
「
常
用
室
障
の
諸
制
式
を
論
ず
」
に
作
る
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第
一
単
立
壁
陣

後
開
壁
障

閉
塞
壁
障

第
二
底
究
成
壁
障

連
接
横
障

間
断
横
障

巻
之

郊四
河柵拒鉱鍛央木陥伏披欄複前蔽壁
柵門 馬脚把技第穿兵欄柵郭陸道重
釘 柵険

「
後
開
催
一
障
」
な
し
、
本
文
中
に
「
⑪
後
開
室
障
」
と
あ
り

「
開
塞
健
一
障
」
な
し
、
本
文
中
に
は
「
③
閉
塞
盤
障
」
と
あ
り

280 

「
連
接
横
障
」
な
し
、
本
文
中
に
「
⑮
連
接
横
障
」
と
あ
り

「
間
断
横
障
」
な
し
、
本
文
中
に
「
③
間
断
横
障
」
と
あ
り

「
郊
壁
重
険
」
を
「
郊
壁
の
重
険
」
に
作
る

「
披
欄
」
を
「
遮
欄
」
に
作
る

「
央
枚
」
を
「
尖
枚
」
に
作
る



福津最古の訳稿「経始概署」等について

火
坑

護
陸
衛

木
室

水
障

巻
之
五観

準
法

第
一
平
面
規
準
法

第
二
側
立
劇
準
法

巻
之
六胸

堵
情
工

第
一
程
童

第
二
穿
封

第
三
覆
装

砂
嚢

打
泥
法

草
土

編
柴

柴
箪

束
柴

柴
篭

「
胸
塙
備
工
」
を
「
胸
踏
の
情
工
」
に
作
る

「
水
障
」
を
「
水
障
法
」
に
作
る
。

巻
之
七道

路
橋
梁
浅
処
ノ
残
段
及
ヒ
其
情
理
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巻
之
八険

地
険
障
ノ
播
営

第
一
狭
陸

陥
道

橋
梁

浅
慮

土
堤

第
二
阜
岡

第
三
叢
樹

第
四
溝
渠

第
五
藩
簸
板
障

第
六
屋
舎

第
七
村
口
巴

第
八
都
市

巻
之
九攻

防
戦
暑

攻
戦第

一
掩
襲

壁
障

屋
舎
村
邑
市
都

第
二
整
攻

壁
障

「
険
地
険
障
ノ
搭
営
」
を
「
険
地
険
障
の
構
営
」
に
作
る
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「
第
五
藩
簸
板
障
」
を
「
第
五
簿
篠
板
障
」
に
作
る

「
第
八
都
市
」
を
「
第
八
市
都
」
に
作
る
。

「
巻
之
九
」
を
「
郊
壁
論
巻
之
九
」
に
作
る



市村屋
都邑舎

福津最古の訳稿「経始概署」等について

外
編
塁
城
論
目
次

巻
之
一

第
一
塁
城
要
訣

第
二
塁
域
部
分

本
郭

外
郭交

鮫
郭

半
月
郭

半
月
郭
ノ
複
郭

蔽
道

京
外
郭

護
塁
塙

的
奈
依
児
論
斯

角
様
頭
冠
様
頭

市
都
以
下
本
文
に
は
「
③
防
戦
略
」
「
第
一
掩
襲
の
防
禦
」
「
⑮
壁
障
」

「
③
屋
舎
、
村
邑
、
市
都
」
「
第
二
整
攻
の
防
戦
」
「
⑪
壁
障
」
「
＠
屋
合
」

「
⑮
村
邑
」
「
⑦
市
都
」
あ
り

「
外
編
塁
城
論
目
次
巻
之
ご
を
「
塁
域
論
巻
之
ご
に
作
る

「
護
塁
堵
」
を
「
護
国
盟
精
」
に
作
る
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第
三
裁
面

第
四
高
低

第
五
交
街

巻
之
二新

式
城
面
論

巻
之
三前

置
附
郭

巻
之
四郭

内
播
営

巻
之
五避

弾
屋

水
障

陸
水

火
坑

塙
樹

巻
之
六副

城

巻
之
七攻

防
戦
署

正
攻
五
時
期

防
戦
五
時
期

四
攻
戦
署
ノ
概
記

「
正
攻
五
時
期
」
を
「
⑮
正
攻
」
に
作
る
、
次
に
「
第
一
攻
戦
」
あ
り

「
防
戦
五
時
期
」
を
「
第
二
防
戦
」
に
作
る

「
四
攻
戦
署
ノ
概
記
」
を
「
③
四
防
戦
の
概
記
」
に
作
る
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「
郭
内
播
営
」
を
「
郭
内
構
営
」
に
作
る



合
囲

掩
襲

急
攻

暴
母
攻

目
次
終

こ
の
全
集
未
収
録
新
資
料
の
持
つ
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
、
稲
葉
倉
吉
は
的
確
な
る
評
価
を
下
し
て
い
る
。
ま
ず
第
一
に
そ
の
序

文
た
る
「
経
始
概
国
各
例
一
一
日
」
が
、
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
『
福
津
全
集
緒
言
』
の
「
華
英
通
語
」
の
項
で
、

福
津
は
そ
の
処
女
出
版
物
（
万
延
元
年
出
版
）
を
顧
み
て
非
常
に
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
凡
例
を
漢
文
で
認
め
、
皇
国
や
本

邦
の
文
字
に
関
字
し
た
こ
と
で
あ
る
と
後
年
反
省
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
ベ
ル
築
城
書
」

の
翻
訳
は
そ
れ
よ
り
以
前
、
安
政
三
i
六

年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
一
吉
う
な
れ
ば
当
然
の
如
く
漢
文
の
例
言
が
巻
頭
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
「
緒
方
先
生
」
「
先
生
」

福津最古の訳稿「粧始概署」等について

と
い
う
思
師
名
で
は
閥
字
、
「
君
」
と
い
う
中
津
藩
主
の
文
字
で
は
平
出
撞
頭
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
華
英
通
語
」
出
版
の
後
、

川
本
幸
民
に
閥
字
は
法
的
規
制
に
依
る
も
の
か
否
か
を
問
い
訊
し
、
そ
の
よ
う
な
成
規
の
な
い
事
を
確
め
、
そ
れ
以
後
は
著
訳
書
に

関
字
・
平
出
を
し
な
か
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
訳
稿
は
そ
れ
以
前
に
稿
が
成
っ
て
い
る
か
ら
、
や
む
な
く
右
の
措
置

が
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
稲
葉
は
翻
訳
の
文
体
に
注
目
し
て
い
る
。
『
福
津
全
集
緒
言
』
に
は
「
。
ヘ
ル
築
城
書
」
の
翻
訳
を
福
津
に
命
じ
た
師
緒
方

洪
庵
の
言
葉
と
し
て
、
築
城
書
は
兵
書
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
読
む
武
家
の
知
的
水
準
を
考
慮
し
て
、
難
解
な
文
字
の
使
用
を
慎
し

あ
り
あ
ひ

む
よ
う
注
意
さ
れ
た
の
で
、
「
鷹
有
の
材
料
云
々
」
と
記
し
た
の
を
、
早
速
「
有
合
の
品
云
々
」
と
書
き
改
め
た
と
あ
る
が
、
こ
の
翻
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訳
は
富
田
正
文
氏
が
全
集
第
七
巻
の
後
記
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
後
年
の
福
津
の
平
易
通
俗
に
し
て
平
明
達
意
の
文
章
と
は
著
し
く
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あ
り
あ
ひ

か
な
り
難
解
な
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
て
非
常
に
読
み
難
い
。
し
か
も
「
臆
有
の
材
料
云
々
」
は
「
有
合
の
品
云
々
」
と
改

め
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
「
臆
有
の
土
材
」
と
ル
ピ
が
付
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
稲
葉
本
で
見
る
と
「
臆
有
ノ
土
材
」
と
あ
っ
て
、
後

ま
た
全
集
緒
言
に
は
文
字
の
使
用
法
に
し
て
も
、
「
恐
」
と
「
懐
」
は
漢
文
で
は
そ
の
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異
な
り
、

者
の
ル
ピ
の
方
が
正
し
い
用
法
と
思
え
る
。

使
用
法
に
区
別
が
あ
る
が
和
訓
で
は
共
に
オ
ソ
ル
と
読
む
か
ら
、
世
間
普
通
の
例
に
倣
っ
て
「
恐
」
の
文
字
を
使
う
こ
と
に
し
た
と

（

8
）
 

の
文
字
が
使
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

あ
る
が
、
こ
の
翻
訳
に
は
未
だ
「
懐
」

第
三
に
福
津
諭
吉
や
慶
臆
義
塾
の
こ
と
を
究
明
し
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
貴
重
な
デ
ー
タ
と
思
え
る
の
は
、

ま
ず
福
津
の
江
戸
出

府
の
時
期
と
、
こ
の
ベ
ル
築
城
書
の
翻
訳
完
成
期
が
明
確
に
な
っ
た
事
で
あ
る
。
福
津
出
府
期
は
同
時
に
慶
慮
義
塾
の
創
立
期
に
当

る
た
め

一
九
五
八
年
慶
慮
義
塾
が
創
立
百
年
を
迎
え
る
に
際
し
、
そ
の
記
念
日
を
何
日
に
す
る
か
を
決
定
す
る
の
に
、
そ
の
決
め

手
が
な
く
、
『
福
翁
自
伝
』
の
記
述
か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
の
こ
ろ
と
推
定
し
、
十
一
月
上
旬
の

八
日
を
そ
の
日
と
決
め
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
現
存
最
古
の
も
の
と
目
さ
れ
る
安
政
五
年
十
一
月
二
十
二
日
付
（
宛
名
不
名
）
福

津
書
翰
に
よ
り
、
同
年
十
月
中
旬
に
出
府
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
今
回
の
「
経
始
概
墨
例
三
一
口
」
に
よ
り
、
安
政
五
年
十
月
に
江
戸

の
藩
邸
に
到
着
し
た
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、

さ
ら
に
、
こ
の
「
ベ
ル
築
城
書
」
は
大
坂
の
緒
方
塾
に
在
塾
中
に
翻
訳
は
完
了
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
脱
稿
は
安
政
六
年
二
月
、
江
戸
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
が
初
め
て
判
明
し
た
。

い
ま
一
っ
さ
ら
に
新

し
い
事
実
は
、
こ
の
漢
文
の
例
言
の
中
で
「
中
津
福
津
範
子
園
誌
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
福
津
諭
吉
の
実
名
は
範
、
字
は

子
間
、
諭
吉
は
そ
の
通
称
で
あ
る
。
こ
の
範
と
か
子
園
の
文
字
は
、
福
津
の
処
女
出
版
で
あ
る
『
増
訂
華
英
通
話
』
（
高
延
元
年
五
月
）

の
漢
文
で
記
さ
れ
た
凡
例
に
使
わ
れ
た
の
と
、
同
年
十
月
、
門
下
の
岡
本
約
博
卿
（
周
吉
・
古
川
節
蔵
）
が
訳
し
た
『
寓
国
政
表
』
の

表
紙
見
返
し
に
「
福
津
子
園
閲
」
と
記
し
た
も
の
の
二
例
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
今
回
の
発
見
は
三
例
目
で
あ
り
、

し
か
も
年

代
的
に
は
一
番
早
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
「
経
始
概
署
」
は
福
津
研
究
の
立
場
か
ら
見
て
、

さ
ら
に
慶
慮
義
塾
史
の
面



か
ら
評
し
て
も
、
最
も
古
い
文
献
の
発
見
（
再
発
見
）
と
言
う
こ
と
で
、
『
福
津
諭
吉
全
集
』
の
欠
を
補
う
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
よ
う
。

稲
葉
家
資
料
で
次
に
取
り
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

2
の
山
口
県
か
ら
の
照
会
に
応
じ
て
旧
中
津
県
（
当
時
は
小
倉
県
に
属

す
）
か
ら
吏
員
が
小
倉
ヘ
出
張
す
る
時
に
持
参
し
た
二
、
三
の
書
類
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
も
故
稲
葉
氏
が
論
文
に
要
領
よ
く
紹

介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
資
料
を
ま
ず
引
用
し
て
み
よ
う
。

〔
書
類
包
み
紙
上
書
き
〕

山
口
豚
エ
相
送
り
候
下
書
角
大
属
出
倉
之
節
持
参
致
候

中
津
市
校
洋
皐
出
金
方
法

豚
内
土
民
文
畢
血
口
論

皐
生
費
用
ノ
記

（
明
治
四
年
）

辛
未
十
二
月

下

書

。
印

福津最古の訳稿「経始概署」等について

中
津
市
校
洋
皐
生
費
用
之
記

入
社
之
費
加

一
金
札
二
両

一

同

三

分

〆
金
札
二
両
三
分

毎
月
ノ
費
用

一
金
札
一
両
二
分

一
同
三
朱
乃
至
一
分

一
九
同
一
一
向
二
分
乃
至
二
両

（
明
治
五
年
）

正
月
廿
四
日

元
中
津
廓

大
属

入
社
金

道
具
金

受
教
ノ
月
金

書
籍
借
用
料

月
俸
但
箆
莱
附
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一

同

二

朱

乃

至

三

朱

石

炭

油〔銭〕

一

同

一

朱

乃

至

二

朱

洗

湯

一

同

一

朱

乃

至

二

朱

洗

濯

一

同

一

朱

乃

至

二

朱

ハ

キ

物

及

傘

一

同

二

朱

薬

料

無
病
ノ
時
ハ
此
費
ナ
シ
病
重
ケ
レ
ハ
非
常
ナ
ル
ベ
シ
此
高
ハ
唯
平
均
ヲ
記
ス
ノ
ミ

一

金

札

一

分

筆

紙

等

諸

雑

費

〆
四
両
二
分
三
朱

右
之
割
合
ニ
ス
レ
ハ
衣
服
ヲ
新
ニ
造
ル
可
ラ
ス
書
籍
ヲ
買
フ
可
ラ
ス
一
ヶ
月
四
両
二
分
三
朱
ッ
、
一
ヶ
年
五
十
六
両
一
分
ナ
リ
コ
レ
ヲ

皐
費
ノ
最
モ
少
キ
モ
ノ
ト
ス
時
々
点
心
ノ
菓
子
ヲ
用
ヒ
或
ハ
滋
養
ノ
品
ヲ
喰
フ
等
ノ
寸
ア
レ
ハ
一
ヶ
年
六
十
五
両
ヨ
リ
少
ナ
カ
ル
可
ラ

ズ
六
十
五
両
ノ
金
ア
レ
ハ
夏
冬
ノ
嬬
枠
一
枚
ア
調
ル
ニ
モ
差
支
ナ
カ
ル
可
シ
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中
津
市
校
教
員
誌

右
ハ
旧
管
外
ノ
士
民
ニ
告
ル
モ
ノ
ナ
リ

〔
中
津
市
校
洋
皐
出
金
方
法
〕

蕎
中
津
豚
洋
皐
校
出
金
之
儀
は
旧
知
事
家
禄
之
内
ヨ
リ
願
之
上
年
々
五
分
ノ
一
即
チ
千
石
寄
附
い
た
し
外
－
一
義
社
ヨ
リ
積
金
之
内
二
高

両
寄
附
い
た
し
右
両
様
之
金
子
を
以
て
福
津
諭
吉
小
幡
篤
次
郎
等
之
者
江
相
托
し
町
在
へ
私
塾
四
十
ケ
所
程
為
相
関
候
積
一
一
候
得
共
昨

今
右
私
塾
教
師
相
育
候
為
旧
知
事
よ
り
寄
附
之
本
校
一
ケ
所
－
一
而
原
書
課
書
数
学
習
書
之
四
科
相
授
居
候
尤
二
万
両
之
金
は
最
初
書
籍

器
械
等
買
集
メ
之
為
九
五
千
両
相
費
し
残
り
一
万
五
千
両
之
利
金
一
割
と
見
積
り
千
五
百
両
と
現
米
千
石
之
価
一
石
三
両
二
分
と
見
積

リ
三
千
五
百
両
両
様
合
し
て
五
千
両
之
金
子
を
以
年
々
入
費
－
一
充
置
追
と
成
業
之
者
出
来
弥
々
盛
大
ニ
相
及
候
節
は
尚
又
義
社
積
金
之

内
よ
り
見
続
き
之
含
ニ
御
坐
候
右
皐
校
之
規
則
ハ
総
而
東
京
三
田
慶
臆
義
臆
之
規
則
－
一
従
ひ
候
得
共
都
都
遠
近
之
相
違
よ
り
自
然
学
則

全
く
一
様
な
り
か
た
く
少
年
生
及
村
塾
之
生
徒
へ
は
主
に
翻
謬
書
相
授
ノ
趣
向
ゆ
ヘ
本
校
之
生
徒
江
傍
翻
詩
書
講
習
為
致
候
何
れ
未
タ



創
始
之
後
日
数
も
無
之
委
曲
之
規
則
相
定
兼
候
－
一
付
其
内
議
定
之
上
可
申
上
候

（
明
治
五
年
）

申
正
月

〔
山
口
県
よ
り
小
倉
県
へ
資
料
請
求
依
頼
状
（
中
津
藩
罫
紙
使
用
）
〕

旧
中
津
鯨
ニ
市
昨
年
中
市
郷
田
一
告
諭
之
上
数
ヶ
所
学
校
設
置
相
成
候
趣
右
出
金
之
方
法
井
告
諭
書
共
詳
細
致
承
知
度
乍
御
手
数
御
申
越

可
被
下
候
此
段
及
御
頼
談
候
也

（
明
治
五
年
）

壬
申
正
月
山
口
鯨
権
参
事
久
保

参
事
中
野

小
倉
勝

御
中

間

茅久
長清

こ
の
一
連
の
資
料
は
旧
中
津
県
に
お
い
て
明
治
四
年
十
一
月
、
中
津
市
学
校
な
る
洋
学
校
を
設
立
し
旧
藩
士
の
子
弟
を
中
心
に
県

内
の
青
少
年
に
洋
学
を
教
授
す
る
こ
と
を
始
め
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
動
向
に
い
ち
早
く
反
応
し
た
山
口
県
が
、
当
時
小
倉
県
に
属

福津最古の訳稿「経始概署J等について

し
て
い
た
旧
中
津
県
（
四
年
十
一
月
十
四
日
合
併
）

に
対
し
関
連
資
料
の
送
付
を
依
頼
し
た
ら
し
く
、
そ
れ
に
応
え
て
旧
中
津
県
の
角

〔
喜
坪
〕
大
属
が
小
倉
へ
出
張
す
る
際
に
持
参
し
た
資
料
の
写
し
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
中
津
市
学
校
は
旧
藩
主
奥
平
昌
遁
が
廃
藩
後
．

旧
藩
子
弟
の
教
育
の
た
め
に
開
設
し
た
英
学
校
で
あ
り
、
奥
平
は
そ
の

家
禄
の
内
か
ら
五
分
の
つ
千
六
十
石
を
寄
付
し
、

旧
藩
士
の
相
互
扶
助
機
関
で
あ
る
天
保
義
社
の
積
金
か
ら
の
醸
出
金
二
万
円
を

基
金
と
し
、
そ
の
運
営
は
慶
慮
義
塾
か
ら
小
幡
篤
次
郎
・
浜
野
定
四
郎
（
の
ち
中
上
川
彦
次
郎
も
加
わ
る
、
い
ず
れ
も
中
津
出
身
）
お
よ
び

松
山
棟
庵
（
紀
州
出
身
）
ら
が
派
遣
さ
れ
て
教
育
に
従
事
し
た
、

い
わ
ば
慶
臆
義
塾
の
分
校
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
教
育
機
関
で
あ
っ

た
。
こ
の
学
校
の
開
校
に
当
っ
て
は
旧
藩
主
奥
平
昌
遁
の
名
で
明
治
四
年
十
一
月
、
『
中
津
市
学
校
之
記
』
な
る
文
章
が
印
刷
配
布
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さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
奥
平
は
慶
慮
義
塾
に
学
ぶ
十
七
歳
の
若
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
直
後
岩
倉
使
節
団
の
留
学
生
の
一
人
と
し
て
渡
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米
留
学
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
こ
の
洋
学
校
開
設
の
た
め
の
学
業
奨
励
文
は
奥
平
の
筆
に
な
る
も
の
で
な
く
、
恐
ら
く
福
津
の
代
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筆
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
前
記
福
調
停
宗
家
資
料
の
中
に
「
中
津
市
学
校
之
記
」
と
題
す
る
写
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は

明
ら
か
に
福
津
の
手
と
認
め
ら
れ
る
筆
跡
で
数
個
所
追
加
訂
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
文
体
そ
の
も
の
が
福
津
の
も
の
と

思
わ
れ
る
か
ら
、
奥
平
の
原
文
を
福
津
が
添
削
し
た
の
で
は
な
く
、
福
津
の
素
稿
を
他
人
に
写
さ
し
め
、
更
に
そ
れ
に
福
津
が
手
を

入
れ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る

大
分
県
の
公
教
育
や
中
津
市
学
校
に
つ
い
て
は
多
田
建
次
氏
の
詳
細
な
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
は
福
津
が
中
津
の
洋
学
校
設
立
と
大

分
県
の
公
教
育
に
対
し
て
有
益
な
助
言
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
実
証
的
に
そ
れ
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
田
氏
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
福
津
宗
家
本
「
中
津
市
学
校
之
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
訂
正
箇
所
が
あ
る
。

（
訂
正
前
）

一
此
度
皐
校
取
立
ニ
付
鯨
臆
よ
り
さ
と
し
の
文
を
布
告
し
其
趣
意
既
一
一
詳
な
れ
と
も
云
々

（
訂
正
後
）

一
此
度
皐
校
取
立
ニ
付
き
教
師
の
著
せ
し
皐
問
毛
t
A

め
の
文
あ
り
て
其
趣
意
既
－
一
詳
な
れ
と
も
云
々

こ
の
訂
正
前
の
「
豚
臆
よ
り
さ
と
し
の
文
」
と
あ
る
の
を
、
「
教
師
の
著
せ
し
皐
間
企
ふ
め
の
文
」
と
訂
正
し
て
い
る
部
分
は
、

両
文
章
成
立
の
前
後
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
「
さ
と
し
の
文
」
が
最
初
に
あ
っ
て
、
次
に
「
皐
問
の
す
ふ
め
」
が
書
か
れ
、
最

後
に
こ
の
「
中
津
市
学
校
之
記
」

の
成
稿
を
え
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
学
問
の
す
ふ
め
」
は
周
知
の
如
く
そ
の
端
書
に

此
度
余
輩
の
故
郷
中
津
に
皐
校
を
開
く
に
付
、
皐
聞
の
趣
意
を
記
し
て
奮
く
交
り
た
る
同
郷
の
友
人
へ
示
さ
ん
が
た
め
一
冊
を
綴
り
し
か

ば
、
或
人
こ
れ
を
見
て
云
く
、
こ
の
冊
子
を
独
り
中
津
の
人
へ
の
み
示
さ
ん
よ
り
、
広
く
世
間
に
布
告
せ
ば
其
益
も
亦
康
か
る
べ
し
と
の

勘
に
由
り
、
乃
ち
慶
臆
義
塾
の
活
字
版
を
以
て
こ
れ
を
摺
り
、
同
志
の
一
覧
に
供
ふ
る
な
り
。

明
治
四
年
未
十
二
月
福
津
諭
吉
己

小
幡
篤
次
郎
ヨ
口



と
あ
っ
て
、

は
じ
め
中
津
に
開
い
た
市
学
校
へ
の
就
学
勧
奨
の
た
め
の
文
章
を
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
友
人
の
勧
め
に
よ

り
世
間
一
般
用
に
書
き
改
め
た
の
が
『
学
問
の
す
ふ
め
』
初
篇
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
は
市
学
校
開
設
の
翌
月
の
十
二
月
と
あ
る
が
、

実
際
の
刊
行
は
翌
五
年
二
月
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
学
問
の
す
L

め
』
よ
り
後
に
書
か
れ
た
筈
の
『
中
津
市
学
校
之
記
』
の
成
稿
年

代
は
明
治
四
年
未
十
一
月
と
な
っ
て
い
て
、

一
カ
月
早
い
と
い
う
矛
盾
が
起
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
福
津
宗
家
の
写
本
を
調
べ
る
と

「
明
治
四
年
未
十
二
月
」
と
あ
る
の
を
「
明
治
四
年
未
十
一
月
」
と
明
ら
か
に
－
訂
正
し
て
あ
り
、
そ
の
理
由
は
実
際
は
十
二
月
で
あ

っ
た
が
奥
平
は
十
一
月
十
二
日
に
は
す
で
に
横
浜
か
ら
出
帆
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
不
都
合
を
な
く
す
た
め
成
稿
年
代
を
一
カ
月
早

は
じ
め
佐
伯
友
弘
氏
に
よ
り
大
分
県
立
図

め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
最
初
に
書
か
れ
た
「
勝
臆
よ
り
さ
と
し
の
文
」
と
は
、

書
館
蔵
の
「
大
分
県
県
治
概
略
」
と
い
う
資
料
に
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
、
続
い
て
多
田
氏
が
『
大
分
県
教
育
五
十
年

史
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
福
津
宗
家
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
「
大
分
勝
人
民
へ
布
告
文
」

（
内
題
は
「
さ
と
し
の
文
」
）
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
佐
伯
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
こ
の
資
料
は
大
分
県
立
図
書
館
所
蔵
資

福津最古の訳稿「経始概署」等について

料
の
明
治
五
年
六
月
四
日
の
箇
所
に
綴
ら
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
を
明
治
四
年
十
一
、
二
月
起
草
の
文
章
の
祖
案
と
見
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
そ
う
す
る
と
こ
の
「
豚
鹿
よ
り
さ
と
し
の
文
」
は
、
富
田
正
文
氏
が
全
集
第
三
巻
の
後
記
で
紹
介
し
て
い
る
、
中

津
市
立
小
幡
紀
念
図
書
館
に
所
蔵
す
る
「
見
聞
雑
記
」
と
題
す
る
写
本
中
に
含
ま
れ
る
「
鯨
内
士
民
江
告
論
文
」
（
以
下
中
津
本
と
略

称
す
る
）
と
い
う
学
問
勧
奨
の
文
章
を
指
す
も
の
と
解
釈
し
た
方
が
筋
が
通
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
津
図
書
館
所
蔵
写
本
と
ほ
ぼ
同

一
内
容
の
も
の
が
、
稲
葉
家
寄
贈
の
「
豚
内
士
民
江
文
皐
告
諭
文
」
（
以
下
稲
葉
本
と
略
称
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
文
章
は
『
学
問
の
す

t
A

め
』
初
篇
の
内
容
と
酷
似
し
て
お
り
、
後
半
の
部
分
が
旧
藩
主
の
立
場
で
県
内
の
土
民
に
文
学
H
学
問
を
奨
励
し
た
形
に
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
告
諭
文
こ
そ
『
学
問
の
す
斗
め
』
初
篇
の
偽
版
と
し
て
有
名
な
「
愛
知
県
発
行

福
津
論
告
述

学
問
の
さ
と
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し
」
と
題
し
て
明
治
五
年
五
月
書
嬉
片
野
東
四
郎
が
名
古
屋
で
発
行
し
た
本
の
原
本
な
の
で
あ
る
。
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以
上
を
要
約
す
る
と
、
初
め
旧
中
津
県
士
民
に
対
し
旧
藩
主
の
立
場
で
福
津
が
執
筆
し
た
中
津
本
・
稲
葉
本
の
学
問
勧
奨
の
た
め
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の
就
学
告
諭
書
（
い
わ
ゆ
る
「
さ
と
し
の
文
」
）
を
、
あ
る
人
の
勧
め
に
よ
り
世
間
一
般
へ
の
勧
学
文
に
内
容
を
改
め
た
の
が
『
学
問
の

す
t
A

め
』
（
初
篇
）
で
あ
り
、
次
い
で
そ
れ
が
中
津
に
設
立
さ
れ
た
英
学
校
へ
の
入
学
を
勧
め
た
『
中
津
市
学
校
之
記
』

へ
と
発
展
し

た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
執
筆
時
期
は
い
ず
れ
も
明
治
四
年
十
二
月
と
推
定
さ
れ
る
。
大
分
県
立
図
書
館
・
福
津
宗
家
所
蔵
の
「
大

分
勝
人
民
へ
布
告
文
」
は
、
翌
五
年
六
月
に
福
津
が
『
学
問
の
す
ふ
め
』
（
初
篇
）
の
趣
旨
を
要
領
よ
く
ま
と
め
て
、
大
分
県
の
公
教

育
発
展
の
た
め
県
参
事
森
下
景
端
の
依
頼
に
応
じ
て
執
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
逐
条
校
合
し
て
そ
の
異
同

を
指
摘
す
る
の
は
大
変
興
味
の
あ
る
事
で
あ
る
が
本
稿
の
目
的
で
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
稲
葉
本
「
豚
内
士
民
江
文
皐
告
論
文
」
を

紹
介
し
て
、
中
津
本
の
本
文
と
そ
の
関
連
文
書
は
巻
末
に
注
記
し
て
お
く
。

「
豚
内
士
民
江
文
皐
告
諭
文
」

全
集
第
三
巻
に
載
せ
る
『
学
問
の
す
ふ
め
』
初
編
と
稲
葉
本
・
中
津
本
の
異
同
箇
所
を
指
摘
す
る
と
、
ゴ
一
巻
三
二
頁
一
行
l
五
行

四
民
平
等
を
説
く
部
分
や
、
同
頁
七
行
i
一
四
行
の
旧
幕
時
代
に
お
け
る
実
な
き
虚
威
の
例
が
全
集
本
は
非
常
に
増
え
て
お
り
、
全

集
本
の
三
四
頁
一
行
の
部
分
か
ら
は
稲
葉
本
・
中
津
本
共
に
大
き
く
異
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
引
用
し
て
み
る
。

我
等
も
嘗
鯨
の
官
員
に
列
し

朝
廷
の
御
趣
意
を
奉
す
る
者
な
れ
ハ
諸
民
の
安
穏
を
祈
り
外
国
の
侮
を
妨
か
ん
と
欲
す
る
ハ
固
よ
り
論
を
侠
す
諸
民
も
亦
寛
大
の
政
を
見

〔

る

〕

て
内
外
の
耽
辱
に
遠
さ
か
ら
ん
と
す
ハ
固
よ
り
申
す
迫
も
な
き
事
な
れ
ハ
今
よ
り
活
た
る
眼
を
聞
き
上
下
力
を
合
て
寅
皐
に
志
し
銘
々
の

身
分
に
相
醸
す
へ
き
知
見
徳
義
を
備
へ
其
名
其
貫
一
一
称
ふ
よ
ふ
あ
り
た
き
も
の
な
り
就
中
庄
屋
村
役
人
ハ
一
村
を
支
配
す
る
も
の
に
て
支

配
の
大
小
ハ
あ
る
と
も
其
職
分
ハ
豚
の
大
小
参
事
に
異
な
ら
す
加
之
小
前
の
者
ヘ
ハ
朝
夕
近
く
接
す
る
者
な
れ
ハ
一
村
中
を
ハ
一
家
と
思

ひ
深
切
一
一
皐
聞
の
世
話
い
た
し
こ
れ
を
小
に
す
れ
ハ
人
民
一
身
の
濁
立
こ
れ
を
大
－
一
す
れ
ハ
大
日
本
因
の
濁
立
を
助
け
成
す
へ
き
も
の
也

右
は
稲
葉
本
の
引
用
で
あ
る
が
、
中
津
本
で
は
こ
の
本
文
の
後
に
「
辛
未
十
二
月

元
中
津
賑
」
と
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
さ
ら



に
愛
知
豚
版
『
学
問
の
さ
と
し
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
最
後
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
数
カ
月
の
時
間
の
経
過
を
表
わ
す
様
な
、
字
句
に
多

少
の
訂
正
が
見
ら
れ
る
の
で
、
三
者
に
相
違
の
あ
る
字
句
を
取
り
挙
げ
て
表
示
し
て
み
よ
う
。

福津最古の訳稿「経始概罫」等について

記載な すら 大参三小'fl=其職分も 大小ハの のにるも ハー 就庄屋中村役人 れ者なる の 列員にし 我等歯県も最

f市

し
呉にな ハ隠の あると 配て支 す村を支配 ハ 趣御意李を 廷朝 官の「

葉

本

辛未十

すら 大参事小 其職分も 大小のは にるのも 一は 庄屋就中村役人 者な 。H. 我等蛍豚も
中

れIi趣奉御を意 列にし~ 
津Yよ鯨~ 呉にな ノ服の、 れあと 自て支己 す郁配を支

津

る 廷朝官の 本

壬中
ず始参事其職分大小ハ にのも 々々 正年喜長皇就! 中 す じ挺我等日も メ二問子1ー4司

れバのなるも 嘗支配て麟を 御趣奉意をの 朝

五

愛夕月牒日
兵にな ハ眠の あとり 配て支喜配す ハ

の
さ
と

ら令ものる其匝
Lし－ 

こ
の
表
で
上
二
者
は
明
治
四
年
十
二
月
、
下
は
明
治
五
年
五
月
で
あ
る
た
め
、
地
方
行
政
の
改
革
に
伴
っ
た
用
語
の
改
訂
が
み
ら

旧
藩
主
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
知
藩
事
（
藩
知
事
と
も
）
が
廃
さ
れ
て
府
知
事
・
県
令
と
な
り
、

れ
る
。
例
え
ば
四
年
七
月
の
藩
廃
後
は
、
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藩
政
時
代
の
大
小
参
事
は
参
事
も
し
く
は
権
参
事
に
代
り
（
四
年
十
一
月
二
十
二
日
）
、

ま
た
明
治
四
年
四
月
四
日
公
布
の
戸
籍
法
に
よ



近代日本研究

翌
五
年
四
月
九
日
か
ら
は
大
庄
屋
（
区
長
と
よ
ば
れ
た
例
多
し
）
を
廃
し
、
庄
屋
・
名
主
・
年
寄
等
旧
来
の
村
役

人
を
す
べ
て
戸
長
（
あ
る
い
は
副
戸
長
）
と
改
称
し
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
伴
う
用
語
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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っ
て
区
が
設
け
ら
れ
、

小
倉
県
へ
の
送
付
資
料
の
最
初
に
あ
げ
ら
れ
る
「
中
津
市
校
洋
皐
生
費
用
之
記
」

は
、
明
治
四
年
十
一
月
の
設
立
当
時
の
「
入
社

金
」
（
入
学
金
）
や
「
受
教
ノ
月
金
」
（
授
業
料
）
を
初
め
、
寄
宿
舎
生
活
を
す
る
者
の
た
め
に
生
活
必
需
品
の
金
額
な
ど
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
実
は
慶
臆
義
塾
が
三
田
へ
移
転
し
た
折
に
発
行
し
た
『
慶
臆
義
塾
社
中
之
約
束
』
（
明
治
四
年
四
月
）
の
巻
末
に

（
凶
）

載
せ
る
「
追
加
」
に
見
ら
れ
る
内
容
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
そ
の
項
目
名
は
ほ
と
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
が
金
額
に
は
都
部
の
差
が
出

て
い
る
。
例
え
ば
一
カ
月
の
生
活
費
は
東
京
で
は
七
両
で
あ
る
が
、
中
津
で
は
四
両
二
分
三
朱
、
こ
れ
を
一
年
に
す
れ
ば
前
者
は
八

十
四
両
、
後
者
は
五
十
六
両
一
分
と
な
り
、
そ
の
他
の
雑
費
を
い
れ
て
前
者
は
一
年
百
両
、
後
者
は
六
十
五
両
の
金
額
が
入
用
で
あ

る
と
い
う
。
東
京
の
物
価
高
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
数
値
で
あ
る

稲
葉
家
寄
贈
資
料
で
次
に
注
目
す
べ
き
は
、

4
の
「
人
名
調
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
巻
紙
に
四
十
七
名
（
津
田
剛
二
が
ニ
箇
所
に
出
て

く
る
た
め
実
人
員
は
四
十
六
名
）
の
氏
名
を
書
き
連
ね
、
各
地
へ
の
留
学
先
を
記
し
て
あ
り
、
年
代
は
口
十
月
か
ら
申
三
月
に
及
ん
で

と
号
一
口
う
の
は
『
扇
城
遺
聞
』
に
載
せ

い
る
か
ら
、
明
治
二
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
中
津
藩
（
県
）
貢
進
生
の
氏
名
の
様
に
見
ら
れ
る
。

る
中
津
藩
の
貢
進
生
の
名
簿
と
大
部
分
重
複
す
る
か
ら
で
あ
る
。
次
に
そ
の
人
名
を
掲
げ
て
み
る
が
、

※
で
示
し
た
の
は
『
扇
城
遺

問
』
と
重
複
す
る
も
の
、

）
で
示
し
た
の
は
『
一
局
城
遣
問
』
に
載
せ
る
氏
名
で
あ
る
。

巳
十
月

甲
斐
織
衛
※

（
次
）

甲
斐
鉄
二
郎
※

飯
田
平
作
※

中
野
松
三
郎
※



福津最古の訳稿「経始概署」等について

雨
山
達
也
※

阿
知
波
浩
※

萩

友

五

郎

※

八
固
定
一
※

中
村
英
吉
※

島
津
万
次
郎
※

（一一一）

津

田

剛

二

※

猪
飼
麻
次
郎
※

角

堅

吉

郎

※

（
純
こ

津
田
純
一
郎
※

津

田

雄

象

※

山

家

繁

※

佐
竹
七
太
郎
※

藤
本
宰
太
郎
※

同

寿

吉

※

生
田
陸
次
郎
※

巳
十
一
月
高
木
喜
一
郎
※

（次）

小
幡
題
三
郎
※

申

正

月

手

嶋

春

司

※

0

笹

部

三

二

※

未
十
二
月

o
倉

成

米

吉

未
十
一
月

o
漬

野

丑

児
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（多）

未
十
二
月

o
小
田
部
他
吉
※

0

小

幡

英

三

須
田
辰
次
郎
※

久
恒
右
五
郎
※

山
口
克
己
※

中
上
川
彦
次
郎
※

中
村
恭
三
郎
※

右
東
京
福
津
諭
吉
許
罷
越
居
候
者

（一一一）

津

田

剛

二

※

黒
屋
順
之
助
※

右
東
京
南
校
江
入
僚
之
者

申

三

月

岡

田

米

治

右

同

断

森

源

蔵

右
西
京
中
皐
校
江
罷
越
居
候
者

竹
下
龍
栄
※

296 

右
大
坂

（
善
路
）

向
野
善
次
郎
※

（五）

赤
坂
甚
四
郎
※

o
荒

尾

誠

。
富
山
琢
二

右
大
坂

。
神
尾

久



松
川
修
山
※

右
東
京
田
代
一
徳
許
へ
罷
越
居
者

未
正
月
安
藤
朝
彦
※

津
渡
彦
五
郎
※

（昭）

堀

照

吉

※

右
薩
湯
田
原
陶
吉
許
江
罷
越
居
候
者

こ
れ
ら
四
十
六
名
の
内
三
十
七
名
が
『
扇
城
遺
聞
』
に
載
せ
ら
れ
る
人
名
と
重
複
し
て
い
る
。
稲
葉
家
寄
贈
資
料
は
ほ
と
ん
ど
氏

名
を
連
ね
て
い
る
だ
け
で
各
人
の
通
学
す
る
学
校
も
詳
細
で
な
い
。
『
扇
城
遺
聞
』
の
方
は
藩
（
あ
る
い
は
県
）
の
支
出
し
た
金
額
が
詳

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
各
個
人
の
ケ
l
ス
に
つ
い
て
は
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

福津最古の訳稿「粧始概署」等について

知
識
兼
武
氏
寄
贈
資
料

一
九
八
九
年
九
月
十
三
日
、
知
識
兼
武
氏
か
ら
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
突
然
電
話
が
あ
り
、
祖
父
知
識
五
郎
が
所
蔵
し
て
い
た
福

津
諭
吉
の
書
翰
を
寄
贈
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
早
速
九
月
十
七
日
に
頂
戴
し
た
の
が
、
次
に
掲
げ
る
資
料
で
あ
る
。

福
津
諭
吉
書
翰

知
識
五
郎
宛

明
治
十
三
年
一
月
二
十
二
日
付
（
福
津
自
筆
に
非
ず
）

吉
川
泰
次
郎
宛

明
治
十
三
年
七
月
二
日
付

知
識
五
郎
宛

明
治
三
十
一
年
二
月
十
九
日
付
（
福
津
自
筆
に
非
ず
）

知
識
五
郎
宛
福
津
諭
吉
書
翰
明
治
十
三
年
一
月
二
十
二
日
付

新
年
之
御
慶
奉
祝
賀
候
。
先
以
愈
御
清
福
被
成
御
超
歳
南
山
不
斜
存
候
。
次
ニ
弊
屋
一
同
無
具
加
年
致
候
条
乍
俸
御
省
慮
可
被
成
下
候
。
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〔
旦
ヤ
〕

陳
は
客
歳
御
帰
郷
後
最
速
御
紙
面
御
送
致
ニ
相
成
十
一
月
十
三
日
を
以
無
惹
御
着
豚
被
成
候
旨
大
慶
不
過
之
候
。
其
後
間
も
な
く
長
崎
師

範
皐
校
在
勤
之
御
都
合
ニ
相
成
候
趣
桐
野
氏
之
書
翰
－
一
而
拝
承
致
候
。
嘗
塾
も
爾
来
別
ニ
替
義
な
し
。
此
程
。
支
那
人
ヲ
一
ヒ
支
那
語
学

相
始
候
。
就
業
之
も
の
昨
今
之
慮
－
一
市
ハ
百
二
三
十
名
計
至
極
景
気
よ
ろ
し
く
候
。
先
ハ
年
甫
御
祝
詞
穿
乍
延
引
拝
答
迫
如
斯
－
一
御
坐
候
。

忽
々
頓
首
。

十

三

年

一

月

廿

二

日

福

津

諭

吉

知
識
五
郎
様

時
下
厳
寒
折
角
御
自
重
可
被
成
候
。

（
注
）
封
筒
表
「
長
崎
豚
長
崎
師
範
皐
校
ニ
テ
／
知
識
五
郎
殿
／
拝
復
平
安
」
同
裏
「
〆
東
京
三
田
／
福
津
諭
吉
出
／
一
月
廿
二
日
」
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吉
川
泰
次
郎
宛
福
津
諭
吉
書
翰
明
治
十
三
年
七
月
二
日
付

此
人
ハ
鹿
児
嶋
士
族
知
識
五
郎
と
て
本
塾
之
卒
業
生
壱
両
年
前
よ
り
桐
野
弘
ト
共
－
一
長
崎
師
範
皐
校
－
一
奉
職
此
度
ハ
横
漬
之
郵
便
局
－
一

轄
任
い
た
し
候
一
一
付
而
自
然
朝
夕
之
御
懇
意
を
相
願
度
目
原
氏
杯
ハ
現
－
一
此
知
識
一
一
教
授
せ
し
事
な
り
。
尚
同
氏
江
も
御
話
不
相
替
往
来

い
た
し
候
様
御
取
斗
可
被
下
候
。
尚
い
才
ハ
本
人
A
O
可
申
上
幾
重
一
一
も
御
教
示
奉
願
候
而
巳
。
右
ハ
知
識
之
需
一
一
応
し
て
添
書
一
筆
如
斯

御
座
候
。
早
々
頓
首
。

七
月
二
日

吉
川
泰
次
郎
様
梧
下

（
注
）
封
筒
表
「
横
演
三
菱
支
店
／
吉
川
泰
次
郎
様

ネ富
津

諭士一
H

福
津
諭
吉
／
知
識
五
郎
持
参
。
同
裏
「
封
」
．

知
識
五
郎
宛
福
津
諭
吉
書
翰
明
治
三
十
一
年
二
月
十
九
日

拝
啓
。
時
下
益
御
多
祥
奉
賀
候
。
陳
ハ
今
回
嘗
塾
学
事
の
維
持
横
張
－
一
付
基
本
金
募
集
之
た
免
各
地
委
員
を
設
け
て
事
務
取
扱
候
様
相

定
候
－
一
就
て
ぺ
貴
下
に
於
て
も
御
地
ユ
て
右
維
持
委
員
之
一
人
と
し
て
募
集
上
御
尽
力
被
成
下
度
御
依
願
申
上
候
。
敬
具
。

明
治
三
十
一
年
二
月
十
九
日



文
慶

霊
団警

慶
臆
義
塾

社

頭

福

津

知
識
五
郎
殿
貴
下

（
注
封
筒
表
「
鹿
児
島
市
長
田
町
三
拾
九
番
地
／
知
識
五
郎
殿
／
親
展
」
同
裏
「
東
京
市
芝
三
田
二
丁
目
二
番
地
／
慶
臆
義
塾
／
社
頭
福
津
諭
吉
）

（
印
文
社
頭
之
印
）

諭
吉
⑪

書
翰
の
宛
先
知
識
五
郎
と
は
安
政
三
年
十
二
月
生
れ
、
大
正
十
三
年
十
二
月
二
十
四
日
没
の
鹿
児
島
県
出
身
の
士
族
で
、
明
治
六

年
三
月
七
日
（
こ
の
時
は
七
二
郎
と
称
す
）
入
社
、
そ
し
て
一
旦
帰
国
し
同
九
年
八
月
三
十
一
日
再
入
社
し
、
十
二
年
四
月
に
本
科
を
卒

業
し
た
人
物
で
あ
る
。
知
識
の
経
歴
を
見
る
と
郷
里
鹿
児
島
で
数
種
の
学
校
に
通
っ
た
後
東
京
に
出
、
共
慣
義
塾
・
立
教
学
校
に
も

学
ん
だ
と
言
う
。
慶
慮
義
塾
卒
業
後
は
第
一
の
書
翰
に
見
ら
れ
る
様
に
長
崎
師
範
学
校
（
書
翰
に
よ
る
と
明
治
十
二
年
十
一
月
十
三
日
赴
任

し
て
い
る
）
、
横
浜
郵
便
局
（
吉
川
泰
次
郎
宛
書
翰
に
よ
る
と
明
治
十
三
年
五
、
六
月
頃
に
は
転
勤
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
）
に
勤
め
、
そ

の
後
帰
郷
し
鹿
児
島
師
範
学
校
、
鹿
児
島
学
校
、
商
業
学
校
、
鹿
児
島
新
聞
社
に
関
与
し
、

さ
ら
に
産
馬
会
社
、
農
事
社
に
も
関
係

福津最古の訳稿「経始概署」等について

し
て
い
る
か
ら
、
第
三
の
書
翰
で
判
る
よ
う
に
鹿
児
島
県
下
の
名
望
家
と
し
て
、
明
治
三
十
一
年
慶
臆
義
塾
基
本
金
募
集
の
地
方
維

持
委
員
を
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
農
事
社
と
い
う
の
は
五
郎
の
父
知
識
兼
雄
が
明
治
八
年
に
設
立
し
た
農
業
振
興
の
結
社
で
、

鹿
児
島
県
下
で
牧
畜
を
興
し
そ
の
収
益
で
農
家
の
生
活
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
（
問
。

な
お
、
第
一
書
翰
の
「
桐
野
」
は
同
じ
く
鹿
児
島
県
出
身
、
明
治
五
年
十
月
入
社
の
桐
野
弘
。
第
二
書
翰
の
宛
先
吉
川
泰
次
郎
は

の
ち
日
本
郵
船
会
社
の
社
長
と
な
っ
た
実
業
家
で
、
当
時
は
同
社
の
横
浜
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
。
「
日
原
氏
」
は
日
原
昌
造
で
横

浜
正
金
銀
行
の
行
員
で
あ
っ
た
。

（1
）
こ
の
資
料
目
録
は
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
嘱
託
西
沢
直
子
・
島
田
誠
一
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。

（2
）
里
見
純
吉
は
明
治
十
一
年
七
月
二
十
五
日
、
千
葉
県
山
武
郡
松
尾
村
に
て
富
三
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
父
富
三
郎
（
は
じ
め
三
浦
と
称
す
）
も
明
治
五

年
一
月
八
日
の
入
社
、
叔
父
貫
一
（
里
見
姓
）
も
明
治
二
十
三
年
一
月
の
入
社
で
、
ま
た
旧
松
尾
藩
は
明
治
初
年
慶
臆
義
塾
か
ら
教
員
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
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慶
慮
義
塾
と
縁
故
の
深
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
が
父
の
意
思
で
上
京
す
る
と
ま
ず
明
治
学
院
に
お
い
て
英
語
と
キ
リ
ス
ト
教
を
学
び
、
明
治
三
十
一
年
一
月
二
十
五
日

慶
臆
義
塾
に
入
社
し
て
い
る
。
同
年
四
月
大
学
科
第
二
学
年
に
編
入
し
翌
三
十
二
年
四
月
そ
の
学
年
を
修
了
し
た
が
‘
旧
制
度
の
高
等
科
卒
業
の
扱
い
を
う
け
、
そ

の
ま
ま
慶
陸
義
塾
を
卒
業
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
里
見
は
大
学
部
政
治
科
に
進
学
し
た
が
途
中
で
退
き
、
一
時
千
葉
県
の
成
田
中
学
で
教
鞭
を
採
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
復
学
し
、
明
治
三
十
六
年
四
月
大
学
部
理
財
科
を
卒
業
し
た
。
卒
業
後
は
義
塾
の
舎
監
や
教
員
を
勤
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
実
業
界
に
転
じ
明
治
四
十
一
年
三

越
呉
服
店
に
入
社
、
雑
貨
部
長
・
本
部
秘
書
課
長
を
歴
任
し
、
大
正
十
年
九
月
上
司
と
意
見
を
異
に
し
辞
任
し
た
。
十
二
年
二
月
十
三
日
、
上
席
専
務
取
締
役
と
し

て
大
丸
に
入
社
し
、
以
来
大
丸
の
近
代
化
に
尽
し
そ
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
八
月
三
目
、
大
丸
会
長
の
時
死
去
。
七

十
四
歳
。
慶
麿
義
塾
で
は
評
議
員
を
一
四
期
（
補
欠
）
l
一
五
期
（
昭
和
9
年
目
月
l
同
日
年
目
月
、
一
七
期
l
一
八
期
（
任
期
中
死
亡
）
〔
昭
和
れ
年
日
月
l
幻
年

8
月
〕
の
期
間
つ
と
め
て
い
る
。
里
見
の
履
歴
は
『
慶
臆
義
塾
名
流
列
伝
』
（
明
治
犯
年
刊
）
、
『
慶
臆
義
塾
基
督
教
青
年
会
三
十
年
史
』
（
昭
和
3
年
刊
）
、
『
大
丸
二

百
五
拾
年
史
』
（
昭
和
但
年
刊
）
等
に
よ
る
。

（3
）
原
稿
は
時
事
新
報
の
記
事
を
執
筆
す
る
時
に
使
用
さ
れ
る
原
稿
用
紙
に
毛
筆
で
記
さ
れ
、
罫
の
上
欄
に
他
の
草
稿
と
同
様
に
、
「
社

ω」
「
社
凶
」
「
社
間
」
「
社

川
向
」
と
植
字
工
に
配
る
た
め
の
記
号
や
そ
れ
に
「
山
口
」
、
「
近
藤
」
等
の
植
字
工
と
思
わ
れ
る
氏
名
が
あ
り
、
か
つ
標
題
の
上
に
は
「
石
半
検
閲
」
の
丸
印
も
捺
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
揃
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
一
旦
明
ら
か
に
社
説
用
草
稿
と
し
て
植
字
工
に
廻
さ
れ
、
棒
組
み
に
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
内
容

的
に
濃
尾
大
地
震
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
木
骨
・
持
斐
・
長
良
の
三
川
の
氾
濫
を
今
後
無
く
す
た
め
、
三
大
河
の
河
心
を
他
に
転
じ
て
新
た
に
堤
防
を
築
く
こ
と
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
の
素
人
考
え
を
新
聞
に
発
表
し
た
場
合
、
思
わ
ぬ
混
乱
や
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
感
じ
、
組
上
っ
た
社
説
棒
組
を

廃
棄
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（4
）
西
川
俊
作
「
相
場
所
見
学
」
『
福
津
手
帖
』
お
（
昭
和
田
年
3
月
初
日
刊
）
。
こ
の
論
考
は
、
福
揮
が
明
治
二
十
三
年
三
月
一
一
一
目
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
宣
教

師
ナ
ッ
プ
、
マ
コ
ウ
レ

l
、
ホ
l
ク
ス
の
三
人
を
同
道
し
米
商
会
所
と
株
式
取
引
所
を
見
学
し
た
こ
と
を
報
じ
た
、
翌
三
月
四
日
付
『
時
事
新
報
』
雑
報
記
事
（
こ

れ
は
福
津
自
身
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
る
）
を
ま
ず
紹
介
し
、
次
い
で
福
埠
の
相
場
所
論
・
取
引
所
論
を
年
代
を
追
っ
て
分
析
し
た
研
究
で
あ
る
。

（5
）
資
料
の
旧
蔵
者
稲
葉
倉
吉
は
福
岡
県
築
土
郡
築
城
町
小
山
田
の
出
身
で
あ
る
が
、
夫
人
が
中
津
出
身
の
た
め
中
津
に
居
住
し
、
明
治
末
年
か
ら
中
津
中
学
に
お

い
て
歴
史
の
教
鞭
を
と
り
、
そ
の
後
熊
本
県
八
代
中
学
、
大
分
県
宇
佐
中
学
を
経
て
、
大
分
県
豊
後
高
田
の
高
等
女
学
校
の
教
頭
に
任
じ
た
が
、
昭
和
九
年
勤
続
三

十
余
年
に
お
よ
び
断
然
勇
退
し
て
中
津
に
帰
り
、
郷
土
史
の
研
鎖
に
没
頭
し
た
篤
学
の
士
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
九
月
中
津
市
談
会
が
小
幡
紀
念
図
書
館
に
お
い
て

発
会
式
を
あ
げ
る
と
、
稲
葉
倉
吉
は
副
会
長
と
な
り
（
会
長
は
赤
松
文
二
郎
）
、
毎
回
講
演
会
や
見
学
会
に
お
い
て
熱
心
に
後
進
を
指
導
し
、
特
に
昭
和
十
三
年
十

月
か
ら
機
関
誌
『
中
津
史
談
』
を
発
行
す
る
と
、
毎
号
研
究
論
文
を
寄
せ
、
史
料
の
豊
富
さ
と
叙
事
の
正
確
は
夙
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
昭

和
十
五
年
五
月
、
わ
ず
か
四
十
余
日
の
病
臥
の
後
で
誼
然
と
し
て
世
を
去
っ
た
。
享
年
六
十
五
。
郷
土
史
関
係
の
遺
稿
は
多
数
あ
っ
た
が
．
そ
の
中
特
に
史
料
的
に

貴
重
な
文
献
を
蒐
め
、
稲
葉
の
友
人
岡
為
造
が
編
集
し
、
赤
松
翠
陰
（
文
二
郎
）
が
校
閲
し
て
死
去
の
翌
十
六
年
五
月
に
『
豊
前
郷
土
史
論
集
』
を
刊
行
し
た
。
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福津最古の訳稿「経始概署」等について

稲
葉
倉
吉
の
経
歴
等
に
つ
い
て
は
、
嗣
子
正
邦
の
談
話
お
よ
び
赤
松
翠
陰
の
草
し
た
「
亡
友
稲
葉
君
を
悼
む
」
と
題
す
る
追
悼
文
（
昭
和
十
五
年
五
月
二
十
一
日

付
大
分
新
聞
）
と
、
右
論
集
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
赤
松
の
序
文
に
よ
る
。

（6
）
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
稲
葉
が
編
集
し
て
い
た
『
中
津
史
談
』
の
第
一
巻
第
二
号
（
昭
和
十
四
年
三
月
十
日
発
行
）
に
は
次
号
予
告
と
し
て
こ
の
論
考
の
表
題

は
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
第
一
巻
第
三
号
（
十
四
年
八
月
十
日
発
行
）
に
は
そ
の
論
文
は
載
せ
ら
れ
ず
、
他
の
論
文
に
差
し
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
結
局
こ
の
論
文

は
僅
底
に
秘
し
て
、
生
前
に
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。

（7
）
全
集
本
第
七
巻
二
八
三
l
三
O
五
ペ
ー
ジ

（8
）
た
と
え
ば
全
集
本
第
七
巻
二
八
入
、
三

O
一
ペ
ー
ジ

（9
）
全
集
別
巻
一
五
ペ
ー
ジ
、
書
翰
番
号
二

O
O八

（
叩
）
多
国
建
次
『
日
本
近
代
学
校
成
立
史
の
研
究
』
一
九
八
八
年
玉
川
大
学
出
版
部

（
日
）
同
右
書
三
五

0
ペ
ー
ジ

（
ロ
）
佐
伯
友
弘
「
日
本
近
代
公
教
育
に
お
け
る
『
学
問
の
す
す
め
』
初
篇
の
教
育
史
的
意
義
に
つ
い
て
｜
｜
学
制
と
の
関
連
に
お
い
て
｜
｜
」
『
九
州
大
学
教
育
学

部
紀
要
（
教
育
学
部
門
）
』
第
四
集
一
九
七
四
年
三
月

（
臼
）
こ
の
資
料
は
多
田
氏
の
研
究
に
よ
り
福
揮
の
起
草
し
た
文
献
と
認
定
さ
れ
た
。

（U
）
中
津
市
立
小
幡
紀
念
図
書
館
の
小
幡
文
庫
と
称
す
る
書
棚
に
「
見
聞
雑
記
」
と
題
す
る
写
本
が
あ
る
。
こ
れ
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
字
通
り
見
聞
し
た

内
容
を
細
々
と
書
き
留
め
た
も
の
で
・
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
に
相
互
関
連
性
は
な
い
。
こ
の
雑
書
類
綴
の
中
に
「
鯨
内
土
民
江
告
論
文
」
と
題
す
る
資
料
（
こ

れ
が
中
津
本
で
あ
る
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
前
に
「
前
書
き
」
に
相
当
す
る
文
章
と
、
別
に
今
一
つ
関
連
資
料
が
写
さ
れ
て
い
る
の
で
・
そ
れ
ら
を

引
用
し
て
お
く
。

毎
々
相
達
置
候
通
今
日
之
形
勢
－
一
付
而
ハ
士
族
卒
之
俸
禄
永
不
可
得
世
襲
ハ
不
得
止
事
ニ
付
何
れ
も
生
活
を
営
ミ
候
義
ハ
申
迫
も
無
之
候
へ
共
従
前
藩
国
之
時
ハ
今

日
と
違
ひ
文
学
ハ
不
申
及
調
練
並
弓
馬
剣
槍
其
他
諸
喜
一
術
等
所
謂
武
土
之
勤
自
ら
人
心
之
目
的
相
立
居
候
所
先
般
以
来
毎
度
御
達
之
品
も
有
之
壮
一
鰐
誤
認
一
一
四
時
一

等
殊
一
一
解
隊
之
御
沙
汰
被
仰
出
候
ニ
付
而
ハ
尚
更
此
上
ハ
文
問
中
一
一
従
事
専
後
日
之
覚
悟
可
致
義
肝
要
之
事
ニ
候
或
ハ
心
得
違
之
向
有
之
徒
一
一
帰
農
帰
商
等
相
唱
吏

ニ
養
商
之
業
を
も
不
相
心
掛
文
武
之
義
ハ
一
切
閣
之
其
身
ハ
安
逸
遊
惰
終
に
陥
困
耗
候
様
成
行
候
而
ハ
却
而
御
趣
意
ニ
相
背
き
不
都
合
之
事
－
一
候
旧
知
事
公
も
右

等
之
情
態
深
く
御
苦
慮
被
為
在
御
在
職
中
ぷ
毎
々
厚
キ
御
内
諭
も
有
之
既
－
一
御
家
禄
を
も
御
分
配
洋
皐
校
御
開
ニ
相
成
猶
義
社
ヲ
結
ひ
鯨
寡
孤
濁
無
産
窮
乏
の
も
の

永
世
救
岨
之
法
方
相
立
朝
廷
江
相
願
候
所
御
沙
汰
済
ニ
相
成
返
背
御
事
ニ
候
右
様
迄
厚
キ
思
召
幾
重
ニ
も
感
激
奮
発
不
致
候
而
ハ
不
相
済
事
ニ
付
向
後
皇
漢
洋
三
皐

之
内
銘
々
存
込
候
皐
業
致
勉
励
何
れ
も
不
肖
旧
知
事
公
之
御
素
志
以
て
奉
答
聖
恩
之
高
一
候
様
可
被
相
心
掛
候
尚
極
貧
之
向
ハ
重
而
御
救
助
之
義
も
可
有
之
此
段
為

心
得
相
達
候
事
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今
般
於
吾
中
津
豚
洋
皐
校
開
業
ス
ル
所
以
ノ
者
ハ
去
ル
戊
辰
ノ
春
大
政
復
古
維
新
ノ
御
政
治
被
為
事
訴
来
封
建
ノ
旧
弊
ヲ
変
革
シ
更
一
一
天
下
ノ
面
目
ヲ
一
掃
シ
不
抜

ノ
鴻
基
ヲ
御
確
定
益
以
テ
濁
立
建
園
ノ
御
奮
業
被
為
振
起
ハ
則
チ
千
歳
ノ
御
盛
皐
寓
民
御
保
護
ノ
至
仁
畳
我
輩
ノ
幸
福
ナ
ラ
ン
ヤ
抑
神
州
全
図
ノ
人
民
ヲ
シ
テ
規

模
ヲ
横
快
シ
智
識
ヲ
開
明
シ
皇
化
ノ
文
明
ヲ
輔
佐
セ
シ
ム
ル
ハ
御
趣
意
ノ
最
汁
て
一
市
旧
知
事
公
－
一
も
兼
而
洋
皐
校
御
開
成
ノ
御
内
存
被
為
在
種
と
御
苦
慮
之

〔弟〕

央
大
勢
之
所
趨
廃
藩
御
免
職
ノ
御
沙
汰
被
仰
出
素
ぷ
不
得
己
ノ
年
ニ
而
従
来
御
曹
管
内
ノ
子
介
積
年
ノ
御
情
義
ヲ
被
為
思
召
断
然
御
家
禄
五
分
ノ
一
ヲ
以
永
世
右
皐

〔弟〕

費
ニ
被
充
度
御
願
済
相
成
寅
－
一
天
恩
ノ
隆
渥
旧
知
事
公
ノ
御
情
義
感
激
佃
懇
謝
ス
ル
所
ヲ
不
知
則
チ
我
同
抱
ノ
子
汁
亦
此
ノ
御
趣
意
ヲ
体
認
シ
苦
皐
勉
属
務
而

物
理
ヲ
詳
悉
シ
生
人
ノ
大
道
ヲ
惰
明
以
テ
他
日
高
園
封
崎
ノ
御
一
端
ヲ
禅
補
セ
ハ
希
グ
ハ
御
恩
義
ノ
高
一
ニ
モ
可
奉
報
哉

（
日
）
『
明
治
文
化
史
』

2
法
制
一
五

0
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。

（
日
）
『
慶
臆
義
塾
百
年
史
』
上
巻
三
五

0
ペ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
『
慶
醸
義
塾
社
中
之
約
束
』
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
（
2
）
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
を
参
照

（
汀
）
『
側
一
時
扇
城
遺
聞
』
赤
松
文
二
郎
編
纂
、
昭
和
七
年
中
津
小
幡
紀
念
図
書
館
発
行
、
四
六
四
1
四
七

0
ペ
ー
ジ
。

（
問
）
知
識
五
郎
の
経
歴
に
つ
い
て
の
文
献
は
非
常
に
少
な
く
、
参
考
に
し
た
の
は
『
慶
臆
義
塾
塾
員
履
歴
集
』
（
明
治
二
十
七
年
四
月
出
版
）
ぐ
ら
い
で
あ
る
．

（
四
）
『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』
（
昭
和
五
十
六
年
南
日
本
新
聞
社
）

〔
付
記
本
稿
の
作
成
に
当
り
福
津
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
森
東
洋
・
島
田
誠
一
両
氏
の
協
力
を
得
、
ま
た
河
北
展
生
名
誉
教
授
か
ら
史
料
解
読
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
〕


